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管理・運営業務を犬山市より委託を受け実施。ニワ里ねっとと地
元有志でつくる「青塚古墳を見守る会」が発足し、見守る会が主体
となって古墳の清掃ボランティア活動を行いました。古墳まつりに
は、小牧工業高校のマーチングバンド部が出演、一気にイベントが
華やぎました。秋の邇波史楽座では、演劇、歌に加えてダンスも入り、
古墳の前で魅力的なステージを繰り広げました。

青塚古墳史跡公園 １
２

３

４

５
６

１）小学校の見学案
内風景。２）「青塚
こども教室」にて公
園内の樹木学習会。
３）邇波史楽座「イ
ヌ カ ビ ヂ の 劔 」 。
４）青塚古墳まつり
５）「青塚みやげ話
の会」６）古墳の清
掃活動。青塚古墳を
見守る会とともに。
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2019 年で第５期目となる木之下城伝承館・堀部邸。春の企画
展では「刃物と砥石」の個人コレクションの展示、秋は「犬山
の狛犬」をテーマに愛くるしい狛犬写真の数々を展示しました。
隔月開催の月津塾では、鋳金、漆芸など様々なテーマを設けて
開催し、多くの方にご参加いただきました。猪之子座では、コ
ンサートに合わせてマルシェを開催するなど新たな試みも。

木之下城伝承館・堀部邸
１）堀部邸歴史文化
会。会員による勉強
会。２）春の企画展
「刃物と砥石」森修
コレクション。３）
４）猪之子座「安井
正規コンサート」。
同会場でのマルシェ
風 景 。 ５ ） 月 津 塾　
６）猪之子座「上方
落語九雀亭」。

４
５

６

１

２
３
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「入鹿切れ」をテーマに調査や見学会を実施。地域の災害を
見直す 1 年となりました。栗栖プロジェクトでは、栗栖地区の
遺跡試掘調査を実施、地域の方に向けて説明会などを行いまし
た。ニワ里バスツアーは、志摩市や大野町、桑名市・いなべ市
などに出向き、会員の皆さんと古墳めぐりを楽しみました。毎
年恒例の石上げ祭にも参加、今年で３回目！

その他ニワ里ねっと 自主事業
１）栗栖、調査説明
会 。 ２ ） 3 . 1 1 防 災
講演会「入鹿切れ」
テーマに。３）ニワ
里カレッジ「入鹿切
れの痕跡を歩くin犬
山安楽寺」４）ニワ
里ウォーキング「下
街道高山宿」５）石
上げ祭・邇波里連。
６）志摩バスツアー

１
２

３

４

５
６
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長野県阿智村、愛知県犬山市・大口町・尾張旭市・春日井市・清
須市、岐阜県富加町・養老町、岐阜大学などから委託を受け、講演会、
企画展示、散策会などを実施しました。坂祝町で行った講談師と行
くバスツアーは、県内外から多くの方にご参加いだき好評を博しま
した。文化遺産カードはついに 200 種類を超え、より多くの方に
届くよう、新たに v. 弐カードに切り替わりました。

文化遺産関連 受託事業
１）養老町・文化遺産
ウォーキング　２）尾
張旭市・民具企画展　
３）富加町・学校講談
会　４）犬山市・東之
宮古墳現地学習　５）
養老町・火打石ワーク
ショップ　６）富加、
坂祝、美濃加茂・「猿
啄城の攻防と城主ゆか
りの地をめぐろう」

１

４

５
６

２

３
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18・19 日：【富加町・坂祝町・美濃加茂市】「夕雲の春」
学校講談
①講談・旭堂南海　②富加小学校、坂祝小学校、蜂
屋小学校
20 日：【清須市】きよす歴史講談「朝日銅鐸発掘物語」
①講談・旭堂南海　②清須市清洲市民センターホー
ル　③約 100 名
21 日：猪之子座「旭堂南海の上方講談をたっぷり４」
①講談・旭堂南海　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 23 名
24 日：堀部邸歴史文化会「神社と祭神で描く古代像」
①在野一生（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 12 名
27 日：ニワ里カレッジ「入鹿切れを科学する」
①森 勇一（地質学者）　②青塚古墳史跡公園　③ 19 名
28 日：堀部邸特別公開
28 日：【養老町】養老町産火打石ワークショップ
①水野裕之（名古屋市教育委員会）　②養老町ふれあ
いセンター養老広場　③ 31 名

11 月
３日：【犬山市】東之宮古墳現地学習
①赤塚次郎（ニワ里）　②犬山市東之宮古墳周辺　
③ 25 名
３-25 日：秋の企画展「犬山の狛犬群像」
②木之下城伝承館・堀部邸　
３・４日：堀部邸２階特別公開日
②木之下城伝承館・堀部邸
10 日：ニワ里カレッジ「揖斐・大野の古墳たび」
①赤塚次郎（ニワ里）　②青塚古墳史跡公園　③ 38 名
11 日：【養老町】歴史講座「多芸七坊を考える」
①小野木 学（岐阜県環境生活部県民文化局文化伝承
課 )、廣瀨正嗣（養老町教育委員会）　②養老町中央
公民館　③ 60 名
11・25 日：秋の企画展展示解説
①中野耕司（写真家）　②木之下城伝承館・堀部邸
17 日：月津塾「犬山の狛犬群像」
①赤塚次郎（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 25 名
17・18 日：あいちの考古学ポスター発表「入鹿切れ
150 年、その被害を再考する」
23 日：ニワ里サイクリング「美濃の国府をサイクリ
ング」
①古川博昭（ニワ里）　②垂井町周辺　③６名
24 日：【春日井市】古墳消しゴムをつくろう
①大塚友恵（ニワ里）　②春日井市中央公民館
28 日：堀部邸歴史文化会「熱田文書から尾張氏を探る」
①岡本利雄（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸

12 月
２日：ニワ里カレッジ「入鹿切れの痕跡を歩く in 犬
山安楽寺」
①西松賢一郎（大口町歴史民俗資料館）・大塚友恵（ニ
ワ里）　②犬山市入鹿池周辺　③ 30 名

5 日 - ３月３日：【犬山市】青塚古墳企画展「地域に
眠る文化遺産 in 羽黒」
②青塚古墳史跡公園

8 日：【大口町】シンポジウム「入鹿切れを考える〜
洪水堆積層の調査から〜」
①森 勇一ほか　②大口町健康文化センター　③ 170 名

9 日：【犬山市】東之宮古墳写真展
①写真　中野耕司　②犬山市役所

9 日：【養老町】文化遺産ウォーキング
①廣瀨 正嗣（養老町教育委員会）　②養老町周辺　
③ 18 名
15 日：【阿智村】歴史講談「神坂峠発掘物語」
①講談・旭堂南海　②阿智村中央公民館

16 日：ニワ里バスツアー「揖斐・大野の古墳を訪ねる」
①赤塚次郎（ニワ里）　②大野町周辺　③ 31 名
22 日：東之宮古墳冬至の王
23 日：古墳よ jazz を聴け！
②青塚古墳史跡公園　③ 26 名

1 月
9 日：【富加町・坂祝町・美濃加茂市】歴史探訪セミナー

「戦国時代を生き抜いた東美濃」
①講談・旭堂南海、講演・山内正明（富加町教育委員会）　
② OKB Harmony Plaza 名駅 セミナールーム　③ 65 名
12 日：【犬山市】東之宮古墳学習会
①赤塚次郎（ニワ里）　②青塚古墳ほか　③ 13 名
19 日：【犬山市】まほら講座「入鹿切れ、その時羽黒
村では…」
①大塚友恵（ニワ里）　②青塚古墳史跡公園　③ 33 名
23 日：堀部邸歴史文化会「古神社 & 祭神から描く古
代史シリーズ」
①在野一生（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 18 名
26 日：【犬山市】まほら講座「羽黒今昔ばなし」
①津守道夫（羽黒コミュニティ）　②青塚古墳史跡公
園　③ 24 名

２月
３日：古墳よ jazz を聴け！
②青塚古墳史跡公園　③ 17 名
９日：【養老町】象鼻山きのこ栽培ワークショップ
①津田 格（森林文化アカデミー）　②ふれあいセン
ター養老広場　③９組 18 名
９日：【犬山市】まほら講座「尾北古窯と犬山の窯跡」
①中嶋 隆　②青塚古墳史跡公園　③ 38 名
17 日：【犬山市】まほら講座「散策・羽黒今昔ばなし」
①津守道夫（羽黒コミュニティ）　②犬山市羽黒周辺　
③ 20 名
23 日：【富加町・坂祝町・美濃加茂市】バスツアー「猿
啄城の攻防と城主ゆかりの地をめぐろう」
①講談・旭堂南海、講師・山内正明　②富加町周辺　
③ 70 名
24 日：【富加町・坂祝町・美濃加茂市】夕雲の城外伝

「猿啄の春」刊行記念イベント支援

３月
１日：青塚古墳を見守る会・古墳の清掃活動
③のべ 57 名
10 日：ニワ里カレッジ防災講演会「過去から学ぶ、
地域の防災　ー 3.11 を忘れない！ー」
①田中里志（京都教育大学）ほか　②犬山市立羽黒
小学校　③ 70 名
16 日：ニワ里バスツアー「桑名・いなべの古墳たび」
①赤塚次郎（ニワ里）　②桑名市・いなべ市周辺　③
24 名

【犬山市】　青塚古墳史跡公園管理委託業務
    　　　　（入館者数 16,483 名）
木之下城伝承館・堀部邸管理業務（入館者数 5,348 名）

【大口町】企画展に関連した「入鹿切れ堆積物」調査業務
文化遺産カード発行【西尾市】【南知多町】【可児市】【美浜町】

【富加町・坂祝町・美濃加茂市】【弥富市】など
文化遺産カード・v. 弐カードを配布開始
犬山市民活動助成金「遺跡の試掘による栗栖地区の災害史
調査事業」（栗栖プロジェクト）
12 月【岐阜大】岐阜大学郷土博物館整理支援業務
12 月【養老町】豆馬亭展示支援業務
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４月
１日：青塚みやげ話の会

「ヤマトタケルの故郷 三輪王朝の宮都をたどる」「山
口県周防氏大日塚古墳」
①岡本利雄・長尾哲汰（ニワ里）　②堀部邸 ③ 16 名
14 日：ニワ里ウォーキング「下街道 高山宿を歩く」
①赤塚次郎（ニワ里）　②下街道高山宿周辺　③ 12 名
18 日：堀部邸歴史文化会
①岡本利雄（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸
21 日：ニワ里サイクリング
①古川博昭（ニワ里）　②清洲・甚目寺周辺　③６名
22 日：ニワ里バスツアー「古代志摩國の誕生を見つ
める旅」
①赤塚次郎（ニワ里）　②志摩市周辺　③ 22 名
28-5 月 20 日：春の企画展「刃物と砥石」森 修コレ
クション第１回特別展
②木之下城伝承館・堀部邸
28 日：堀部邸企画展関連講座「刃物と研ぎの技」
①森 修（春日井たたら研究会）　②木之下城伝承館・
堀部邸　③ 15 名
29 日：堀部邸企画展関連講座「研ぎの実演」
①森 修（春日井たたら研究会）　②木之下城伝承館・
堀部邸　③８名

５月
12 日：青塚古墳まつり
②青塚古墳史跡公園　③ 1400 名
16 日：堀部邸歴史文化会
①岡本利雄（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸
19 日：古墳よ jazz を聴け！
②青塚古墳史跡公園　③入館 47 名
20 日：ニワ里ねっと総会
②木之下城伝承館・堀部邸
26 日：月津塾（堀部邸文化遺産塾）「消滅した尾張國
山田郡幻想」
①赤塚次郎（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 26 名

６月
２日：ニワ里カレッジ「入鹿切れ、災害痕跡を歩く」
①西松賢一郎（大口町歴史民俗資料館）　②犬山市羽
黒周辺　③ 18 名
３日：青塚古墳を見守る会・古墳の清掃活動
②青塚古墳史跡公園　③ 18 名
９日：青塚こども教室「親子で遺跡ウォーキング in
栗栖」
①大塚友恵（ニワ里）②犬山市栗栖周辺　③ 13 名
16 日：犬山市総合防災訓練「入鹿切れパネル」出展
②内田防災公園
20 日：堀部邸歴史文化会
①岡本利雄（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 10 名
26 日：入鹿切れ慰霊祭
②入鹿池周辺　③５名

７月
１日：「古墳よ jazz を聴け！」
②青塚古墳史跡公園　③入館 32 名
14 日：猪之子座「上方落語 九雀亭」
①落語・桂 九雀ほか　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 33 名
15 日：「古墳よ rock を聴け！」
②青塚古墳史跡公園　③入館 54 名
25 日：堀部邸歴史文化会「塔野地熊野神社南宮の古
文書」
①高橋幸子（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸　
③９名
28 日：月津塾「金仏の鋳金技法を知る」
①青山正治（産業技術史名古屋研究所）　②木之下城
伝承館・堀部邸　③ 18 名
28 日：青塚こども教室「青塚古墳見学会」
①大塚友恵（ニワ里）　②青塚古墳史跡公園

８月
１日：青塚こども教室「青塚で草木染め」
②青塚古墳史跡公園　③ 13 名
５日：石上げ祭り「邇波里連」
②尾張冨士大宮浅間神社　③ 14 名
８日：青塚こども教室「青塚古墳見学会」
①大塚友恵（ニワ里）　②青塚古墳史跡公園　③ 17 名
18 日：夏休みこどもカルチャー講座「東之宮古墳の
アクセサリーを作ろう！」へ出店
②犬山市南部公民館　
19 日：青塚こども教室「樹木のお話と樹木プレート
作り」
①木村眞一郎（自然観察指導員）　②青塚古墳史跡公
園　③ 10 名
22 日：堀部邸歴史文化会「八曽の四季」
①麻野純子（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 12 名
25 日：青塚こども教室「古代繊維作り」
②青塚古墳史跡公園　③ 10 名

９月
１日：「古墳よ jazz を聴け！」
②青塚古墳史跡公園　③入館 21 名
９日：月津塾「犬山の狛犬を切り取る」
①中野耕司（写真家）　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 22 名
17 日：猪之子座「安井正規コンサート」
①電子オルガン・安井正規　②木之下城伝承館・堀
部邸　③ 45 名
22 日：月津塾「ようこそ　うるしの世界へ」
①浅井啓介（漆芸家）　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 19 名
15-10月14日：鎌田祐一星空写真展「深夜の青塚古墳」
②青塚古墳史跡公園
26 日：堀部邸歴史文化会「諏訪神社」
①山崎 陞（ニワ里）　②木之下城伝承館・堀部邸　
③ 15 名

10 月
８日：邇波史楽座「イヌカビヂの劔」
①古代音楽集団「夢舞台」ほか　②青塚古墳史跡公
園　③ 230 名
9 日：栗栖プロジェクト　栗栖小学校歴史学習
②栗栖小学校
11 日 - 翌年９月 30 日まで：【尾張旭市】民具企画展「う
ねうね瀬戸街道変わりゆく道筋」
②スカイワードあさひ　
13 日：栗栖プロジェクト　試掘調査見学会
②犬山市栗栖　③ 18 名

2018·4　2019·32018·4　2019·3

日にち：【委託市町村名】行事名・「タイトルなど」
①講師名　②開催場所　③参加者数

桃色：ニワ里自主事業
緑色：文化遺産関連受託事業
水色：その他の活動



図１　上野遺跡位置図
（昭和30（1955）年・国土地理院1/50000地図）
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１
．
上
野
古
墳
群

愛
知
県
犬
山
市
に
所
在
す
る
「
上
野

（
か
み
の
）
古
墳
群
」
は
、
早
く
か
ら
そ

の
存
在
が
知
ら
れ
、
約
30
基
ほ
ど
の
古
墳

が
分
布
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
古
墳

群
が
あ
る
上
野
地
区
は
、
犬
山
城
下
町
か

ら
西
に
段
丘
崖
を
降
っ
た
上
坂
地
区
に
所

属
し
、
犬
山
扇
状
地
を
流
れ
る
木
曽
川
沿

い
の
微
高
地
上
に
位
置
す
る
。
江
戸
時
代

以
前
の
木
曽
川
の
流
れ
は
、
犬
山
扇
状
地

の
扇
要
で
あ
る
犬
山
か
ら
複
数
の
小
河
川

に
分
流
し
て
い
た
。
そ
の
河
川
が
大
き
く

大
地
を
刻
み
込
み
、
窪
地
状
の
地
形
を
形

成
す
る
と
と
も
に
流
路
に
そ
っ
て
や
や
高

ま
り
（
微
高
地
）
が
造
ら
れ
て
き
た
。
上

野
古
墳
群
は
こ
う
し
た
小
河
川
が
複
雑
に

流
れ
落
ち
、そ
の
間
の
高
ま
り
（
微
高
地
）

を
利
用
し
群
集
墳
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

当
地
域
は
犬
山
街
か
ら
段
丘
を
降
っ
た

場
面
で
あ
り
、
昭
和
60
年
代
ま
で
、
桑
畑

な
ど
の
畑
地
が
広
が
る
田
園
地
帯
で
あ
っ

た
が
、
近
年
は
宅
地
開
発
に
伴
い
大
き
く

改
変
し
、
道
路
と
街
区
が
整
然
と
広
が
る

街
へ
と
変
貌
を
と
げ
た
。
そ
れ
に
と
も
な

い
僅
か
に
残
っ
て
い
た
古
墳
群
の
痕
跡

も
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
し

ま
っ
た
。

２
．
調
査
の
経
歴

昭
和
33
年
、
道
路
工
事
の
土
取
り
に
よ

り
、
上
野
第
１
号
墳
が
破
壊
さ
れ
た
際
、

石
棺
が
見
つ
か
り
急
遽
調
査
が
行
わ
れ

た
。
１
号
墳
（
通
称
機
織
塚
・
雁
追
塚
）

は
上
野
古
墳
群
中
で
最
も
大
き
な
墳
丘
を

残
し
て
い
た
古
墳
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
東

西
９
メ
ー
ト
ル
、
南
北
7
·
2
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
1
·
7
メ
ー
ト
ル
で
方
形
状

を
呈
し
て
い
た
。
墳
丘
の
内
部
に
は
横
穴

式
石
室
が
存
在
し
、
残
存
し
た
部
分
で
長

さ
6
·
7
メ
ー
ト
ル
、
幅
1
·
1
メ
ー

ト
ル
。
前
室
・
後
室
・
羨
道
を
も
つ
、
典

型
的
な
、
当
地
区
の
河
原
石
積
の
複
室
構

造
を
も
つ
横
穴
式
石
室
で
あ
っ
た
。
石
室

の
内
部
に
は
刳
抜
式
の
家
形
石
棺
が
存
在

し
、
複
数
の
埋
葬
人
骨
が
、
比
較
的
良
好

な
か
た
ち
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
家
形
石

棺
は
上
野
古
墳
群
で
は
唯
一
の
例
で
あ

り
、
現
在
犬
山
中
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い

る
。
７
世
紀
代
の
遺
物
を
伴
い
、
上
野
古

墳
群
の
最
盛
期
段
階
の
古
墳
と
位
置
付
け

ら
れ
る
。

そ
の
後
、
昭
和
41
年
に
第
２
・４
号
墳
、

昭
和
42
年
に
第
３
号
墳
、
昭
和
47
年
に
は

第
５
号
墳
が
「
学
術
調
査
」
さ
れ
た
。
ま

た
昭
和
52
年
に
は
第
６
号
墳
と
岩
神
古
墳

（
西
岩
神
第
１
号
墳
）、
さ
ら
に
は
坂
下
第

１
号
墳
も
調
査
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
55
年

に
は
第
８
号
墳
が
発
掘
調
査

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
一
連
の

調
査
成
果
の
内
容
は
、
犬
山

市
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
各

報
告
書
に
譲
る
と
し
て
、
調

査
全
般
に
お
い
て
い
く
つ
か

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
調
査
地
点
の
座
標

値
測
点
が
な
く
、
現
地
表
面

で
の
任
意
点
に
基
づ
く
測
量

で
あ
っ
た
た
め
、
全
体
の
分

布
状
況
が
極
め
て
わ
か
り
に

く
く
、
不
明
確
と
な
っ
て
い

る
。
第
２
点
は
、
調
査
時
点
で
残
存
し
て

い
た
小
規
模
な
墳
丘
盛
土
の
測
量
図
が
な

く
、
さ
ら
に
は
墳
丘
の
形
状
を
想
定
で
き

る
情
報
も
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
ほ
ぼ
主

体
部
で
あ
る
横
穴
式
石
室
の
み
の
調
査
記

録
だ
け
が
残
さ
れ
た
。
当
時
の
調
査
環
境

下
で
は
十
分
な
対
応
が
困
難
で
あ
っ
た
と

推
測
す
る
が
、
周
溝
等
の
調
査
事
例
が
な

い
の
は
い
か
に
も
残
念
で
あ
る
。
最
も
基

本
的
な
墳
形
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
断

片
的
な
石
室
図
等
と
出
土
遺
物
が
残
さ
れ

て
お
り
、
地
元
で
調
査
を
主
に
担
当
し
た

高
木
志
朗
氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る

犬
山
市
史
で
の
総
括
が
、
貴
重
な
情
報
源

と
な
っ
て
い
る
。（
註
１
）

上
野
古
墳
群
と
７
世
紀
の
邇
波
「
前
刀
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

赤
塚
次
郎



図２　上野古墳群分布図と旧河道復元
（基盤図は昭和48（1973）年・国土地理院）

図３　上野古墳群分布復元案
（基盤図は平成30年代・電子国土web地図）
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３
．
上
野
古
墳
群
の
分
布

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で

は
ま
ず
「
上
野
古
墳
群
」
の
分
布
状
況
を

整
理
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
い
。
大

き
く
変
貌
し
た
上
野
地
区
の
現
状
と
、
上

野
古
墳
群
の
分
布
か
ら
見
え
て
く
る
古
代

の
景
観
を
推
測
す
る
こ
と
か
ら
、
上
野
古

墳
群
の
も
つ
歴
史
的
意
味
に
近
づ
い
て
み

た
い
。

そ
こ
で
、
市
役
所
に
残
る
昭
和
52
年
の

地
籍
図
を
た
よ
り
に
、
各
報
告
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
地
番
と
照
合
し
つ
つ
、
大
ま

か
な
古
墳
群
の
分
布
の
実
態
を
復
元
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。
昭
和
41
年
の
分
布
調

査
に
よ
る
「
上
野
古
墳
群
一
覧
表
」
が

『
犬
山
市
史
』
史
料
編
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に

し
よ
う
。
ま
た
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）

に
ま
と
め
ら
れ
た
犬
山
高
校
地
歴
部
に
よ

る
『
地
歴
学
報
第
９
号
』
と
の
照
合
を
試

み
る
が
、
い
く
つ
か
の
番
地
に
お
け
る
齟

齬
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
大
枠
の
推
測

は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
当
初
は
小
字
単
位

で
の
古
墳
群
の
番
号
表
記
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
上
野
古
墳
群
で
、
明
確

な
番
号
表
記
が
１
号
か
ら
27
号
存
在
す

る
。
そ
の
全
て
の
位
置
を
お
お
む
ね
推
測

し
、
分
布
図
を
作
成
し
た
の
が
、
第
２
図

で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
大
き
く
４
つ
の

地
区
に
古
墳
の
分
布
が
偏
る
こ
と
が
わ
か

る
。
す
な
わ
ち
１
号
墳
か
ら
２
・
５
号
墳

に
か
け
て
と
、
16
号
墳
か
ら
19
号
墳
に
か

け
て
、
さ
ら
に
少
し
離
れ
て
北
側
の
岩
神

地
区
、
そ
し
て
さ
ら
に
北
方
で
坂
下
１
号



図４　上野古墳群周辺の地形（国土地理院の空中写真・昭和22（1947）年）
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墳
が
分
布
す
る
こ
と
に
な
る
。
周
辺
の
旧

地
形
を
復
元
し
、
下
位
段
丘
か
ら
の
湧
き

出
る
小
河
川
の
流
れ
や
、
図
４
の
昭
和
20

年
代
の
航
空
写
真
な
ど
か
ら
、
上
野
古
墳

群
が
築
造
さ
れ
た
場
面
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

４
．
上
野
古
墳
群
の
四
つ
の
支
群

古
墳
時
代
終
末
期
、
６
世
紀
末
葉
か
ら

７
世
紀
前
半
期
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た

「
上
野
古
墳
群
」
は
、
お
お
む
ね
30
基
以

上
の
小
規
模
な
（
円
・
方
形
？
）
古
墳
か

ら
な
り
、
大
き
く
四
つ
の
支
群
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の

上
坂
町
南
北
線
中
央
部
全
体
に
広
く
分
布

し
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
範
囲
は
南
北
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東

西
幅
40
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
領
域
を
推
測
し

た
い
。
標
高
は
お
お
む
ね
40
メ
ー
ト
ル
。

そ
の
中
心
は
１
号
墳
か
ら
５
号
墳
が
存
在

し
た
「
大
門
」「
八
幡
東
」「
機
織
」
地
区

と
考
え
て
ま
ず
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
れ

を
「
機
織
」
支
群
と
仮
に
呼
ぶ
と
、
20
基

近
く
が
密
集
す
る
地
区
と
な
る
。
小
河
川

を
挟
ん
で
そ
の
南
側
に
は
数
基
単
位
の

「
弥
左
畑
」支
群
が
分
布
す
る
。「
弥
左
畑
」

支
群
は
昭
和
初
期
に
は
、
す
で
に
多
く
が

消
滅
し
、
１
５
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
狭
い

高
ま
り
上
に
造
営
さ
れ
た
数
基
単
位
の
古

墳
群
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。一
方
で「
機

織
」支
群
の
北
側
に
隣
接
す
る
か
た
ち
で
、

「
岩
神
」
支
群
が
西
側
に
傾
斜
す
る
微
高

地
面
上
に
分
布
す
る
。
大
岩
が
存
在
し
た

「
岩
神
」
が
そ
の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
や
や
離
れ
て
坂
下
１
号
墳
が

所
在
す
る
。
そ
の
調
査
成
果
か
ら
、
周
辺

に
も
数
基
の
石
室
構
造
が
埋
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
あ
る

い
は
岩
神
か
ら
坂
下
１
号
ま
で
の
西
斜
面

沿
い
に
古
墳
の
分
布
が
広
く
点
在
し
て
い

た
可
能
性
も
推
測
で
き
る
。
す
る
と
現
在

の
上
坂
町
を
南
北
に
走
る
現
道
を
境
に
そ

の
東
側
の
緩
斜
面
に
50
基
か
ら
60
基
ほ
ど

の
古
墳
群
の
造
営
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら

見
え
て
く
る
。

５
．
前
刀
・
沼
郷
の
古
墳
造
営

や
や
大
胆
に
上
野
古
墳
群
を
復
元
し
た

が
、
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

標
高
40
メ
ー
ト
ル
の
木
曽
川
か
ら
分
流
し

た
小
河
川
脇
の
微
高
地
上
に
、
南
北
約
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
わ
た
り
広
く
古
墳

が
営
ま
れ
た
。
古
墳
時
代
終
末
期
の
６
世

紀
末
葉
か
ら
７
世
紀
前
半
期
に
か
け
て
約

50
か
ら
60
基
ほ
ど
が
復
元
で
き
る
。

そ
こ
で
、
次
に
上
野
周
辺
の
古
墳
群
を

概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
木
曽
川

本
流
の
右
岸
に
は
「
各
務
原
台
地・各
務
野
」

の
南
端
部
に
複
数
の
古
墳
群
が
存
在
す
る
。

そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
前
方
後

円
墳
を
含
む
大
伊
木
地
区
や
大
牧
地
区
の

古
墳
群
で
あ
る
。
一
方
で
左
岸
に
は
上
野

古
墳
群
以
外
に
は
、
や
や
上
流
で
内
田
古

墳
群
が
存
在
す
る
。
た
だ
扶
桑
町
斎
藤
・

高
雄
地
区
に
も
古
墳
群
の
存
在
が
知
ら
れ

る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
上
野
古
墳
群

よ
り
古
く
遡
り
、
５
世
紀
後
半
か
ら
６
世

紀
に
か
け
て
の
古
墳
時
代
後
期
に
所
属
す

る
も
の
が
中
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
集
落
遺
跡
を
見
て
み
る
と
、
江



図５　上野１号墳，墳丘と石棺出土状況
（昭和33（1958）年・報告書より）
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南
市
般
若
地
区
か
ら
和
田
勝
左
地
区
、
そ

し
て
扶
桑
町
高
雄
地
区
に
古
墳
時
代
後
期

か
ら
律
令
期
の
遺
跡
が
ま
と
ま
る
傾
向
が

読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
犬
山
扇
状
地
最
大

の
集
落
遺
跡
群
「
余
野
遺
跡
群
」
や
小
口

遺
跡
群
な
ど
五
条
川
中
流
域
に
集
落
遺
跡

を
中
心
と
し
た
営
み
が
見
え
て
く
る
。
こ

れ
ら
の
地
域
が
邇
波
郡「
前
刀
」郷
や「
小

口
」郷「
上
沼
」「
下
沼
」郷
の
領
域
で
あ
っ

た
と
考
え
る
と
、
こ
の
集
落
分
布
が
基
礎

と
な
り
、
郷
域
が
誕
生
す
る
起
因
と
な
っ

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

６
．
大
伊
木
・
大
牧
古
墳
群
と
山
那
の
渡

木
曽
川
右
岸
の
段
丘
崖
に
分
布
す
る
大

牧
古
墳
群
・
大
伊
木
古
墳
群
、
こ
れ
ら
は

各
務
野
の
台
地
面
北
端
部
を
利
用
し
た
古

墳
造
営
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
見
え
る
風
景

は
、
あ
く
ま
で
原
野
が
広
が
る
北
側
の
各

務
野
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
く
、
木
曽

川
が
流
れ
落
ち
る
南
側
か
ら
の
眺
望
、
犬

山
扇
状
地
側
に
造
営
主
体
が
あ
っ
た
こ
と

は
、
そ
の
立
地
や
地
勢
を
見
て
も
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
集
落
域
は
、
そ
こ
か

ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
あ
り
江

南
・
扶
桑
か
ら
大
口
に
展
開
す
る
集
落
遺

跡
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
注
目
し
た
い

の
が
山
那
地
区
や
小
淵
地
区
の
渡
の
存
在

で
あ
る
。
や
や
時
代
が
降
る
が
、
承
久
の

乱
で
「
尾
張
川
」
九
瀬
の
渡
し
を
中
心
と

し
た
戦
。
鵜
沼
・
板
橋
・
池
瀬
・
摩
免
戸（
前

度
）
な
ど
で
あ
る
が
、
板
橋
・
池
瀬
を
伊

木
と
山
那
付
近
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。
式
内
社
「
山
那
神
社
」
が
鎮
座
す

る
こ
の
周
辺
に
は
、
現
在
も
中
世
期
の
遺

物
が
広
く
分
布
し
、
山
那
切
れ
の
伝
承
と

と
も
に
洪
水
多
発
地
帯
と
い
え
る
。
古
代

の
集
落
遺
跡
は
そ
の
下
層
に
埋
没
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。
あ
る
い
は
高
木
遺
跡

や
高
雄
地
区
の
遺
跡
群
を
想
定
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
鵜
沼
・
内
田
の
渡
に
は
内
田

古
墳
群
と
鵜
沼
の
古
市
場
遺
跡
群
が
対
応

し
、
前
度
の
渡
に
は
般
若
遺
跡
群
と
長
根

山
古
墳
群
が
対
応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見

て
い
く
と
大
牧
古
墳
群
に
お
け
る
大
牧
１

号
墳
や
ふ
な
塚
古
墳
の
最
後
の
前
方
後
円

墳
の
造
営
（
６
世
紀
末
葉
）
と
そ
の
主
体

は
、
木
曽
川
左
岸
に
集
落
を
構
え
る
「
前

刀
郷
」
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
い
く
事
が

重
要
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
に
は「
邇
波
氏
」

と
の
同
族
関
係
を
も
つ
「
前
刀
氏
」
が
割

拠
し
た
場
面
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

７
．
邇
波
臣
と
前
刀
氏

犬
山
扇
状
地
を
領
域
と
し
た「
邇
波
郡
」

に
は
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け

て
、
大
型
の
前
方
後
円
（
方
）
墳
が
つ
ぎ

つ
ぎ
に
造
営
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
力
強
い

動
き
は
、最
後
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る「
妙

感
寺
山
古
墳
」
を
も
っ
て
急
速
に
終
息
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
か
わ
っ
て
庄

内
川
水
系
や
ア
ユ
チ
潟
周
辺
に
大
型
前
方

後
円
墳
が
造
営
さ
れ
は
じ
め
、
地
域
最
大

の
前
方
後
円
墳
「
断
夫
山
古
墳
」
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
動
き
が「
尾
張
氏
」

の
台
頭
と
そ
の
活
躍
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
尾
張
氏
の
動

き
は
お
お
む
ね
５
・
６
世
紀
を
中
心
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
邇
波
郡
域
に
は
こ
う

し
た
時
期
、
目
立
っ
た
古
墳
造
営
は
見
ら

れ
な
い
。
こ
れ
を
邇
波
に
い
ち
早
く
割
拠

し
た
集
団
が
、
新
興
の
尾
張
氏
の
動
向
の

中
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
見
方
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
尾
張
氏
の
祖
で
あ
る
建

稲
種
と
邇
波
の
大
荒
田
命
の
玉
姫
と
の
関

係
を
見
据
え
た
見
方
か
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
律
令
期
に
な
っ
て
も
邇
波
郡
・
葉
栗

郡
に
は
尾
張
氏
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
郡
別

の
氏
族
分
布
な
ど
か
ら
も
こ
う
し
た
評
価



図６　邇波郡前刀・沼郷周辺の遺跡分布（『木曽川両岸に栄えた古代文化』1990を基に作成）
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が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
留
意
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。（
註
２
）

し
た
が
っ
て
邇
波
群
内
で
ふ
た
た
び
古

墳
造
営
が
認
め
ら
れ
る
時
期
が
、
こ
こ
で

あ
た
ら
め
て
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
ま
ず

注
目
し
た
い
の
が
、
江
南
市
・
扶
桑
町
な

ど
の
地
域
で
、
前
方
後
円
墳
の
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
る
宮
後
南
大
塚
古
墳
や
前
野
天

満
社
古
墳
、
ま
た
山
尻
地
区
な
ど
の
出
土

遺
物
群
で
あ
る
。
そ
の
評
価
か
ら
は
５
世

紀
中
頃
か
ら
６
世
紀
に
か
け
て
、
に
わ
か

に
古
墳
群
が
造
営
さ
れ
は
じ
め
て
い
く
様

子
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
後
、
６
世
紀
末

か
ら
７
世
紀
に
な
っ
て
、
木
曽
川
両
岸
や

犬
山
台
地
面
な
ど
で
群
集
墳
の
造
営
が
増

加
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
集
落
遺
跡
周
辺
部
の
共
同
墓
地
に

先
祖
の
霊
を
祀
る
伝
統
的
な
造
営
形
態
か

ら
、
や
が
て
河
の
彼
岸
や
特
定
の
山
・
峰

を
見
立
て
て
家
族
墓
を
営
む
集
団
墓
の
開

発
へ
と
群
集
墳
の
造
営
地
が
移
動
し
て
い

く
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
５
世
紀
か
ら
６
・

７
世
紀
に
か
け
て
の
犬
山
扇
状
地
北
部
域

の
古
墳
造
営
の
動
き
の
中
で
、
最
も
重
視

さ
れ
る
場
面
が
、
江
南
市
般
若
か
ら
大
口

町
余
野
・
扶
桑
町
に
か
け
て
の
領
域
で
あ

る
点
は
動
か
な
い
。
こ
の
地
に
か
つ
て
反



図７　大牧古墳群（渡辺2003より）加筆
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映
し
た
邇
波
氏
の
末
裔
と
し
て
、
新
た
に

登
場
し
た
の
が
「
前
刀
（
さ
き
と
）」
氏

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

８
．
ま
と
め
に
か
え
て

以
上
、
上
野
古
墳
群
の
分
布
と
そ
の
立

地
な
ど
か
ら
、
木
曽
川
中
流
域
の
古
墳
時

代
後
期
か
ら
終
末
期
の
集
落
・
古
墳
群
の

動
向
を
や
や
粗
雑
で
は
あ
る
が
整
理
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
見
え
て
き
た

事
項
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

１
：
古
墳
時
代
５
世
紀
に
な
り
江
南

市
・
扶
桑
・
大
口
町
に
か
け
て
、
ま
ず
は

集
落
遺
跡
に
近
接
し
て
、
や
や
規
模
の
大

き
な
古
墳
、
宮
後
南
大
塚
古
墳
な
ど
の
前

方
後
円
墳
や
円
墳
な
ど
が
造
営
さ
れ
は
じ

め
た
。

２
：
６
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
に
か
け
て

の
古
墳
時
代
終
末
期
に
い
た
り
、
あ
ら
た

め
て
木
曽
川
右
岸
や
犬
山
台
地
面
端
部
に

群
集
墳
が
次
々
に
造
営
さ
れ
は
じ
め
る
。

そ
の
一
つ
が
上
野
古
墳
群
で
も
あ
っ
た
。

３
：
こ
れ
ら
の
古
墳
造
営
を
指
導
し
た

集
団
を
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
こ
の
地
に

根
づ
い
て
き
た
邇
波
臣
、
そ
の
末
裔
で
あ

る
「
前
刀
」
氏
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
山

那
の
渡
を
見
据
え
た
大
牧
１
号
墳
・
ふ
な

塚
古
墳
な
ど
の
最
後
の
前
方
後
円
墳
を
造

営
す
る
大
牧
古
墳
群
は
、
古
墳
と
集
落
遺

跡
の
関
係
か
ら
前
刀
氏
の
奥
津
城
で
あ
っ

た
と
、
ま
ず
は
想
定
し
て
お
き
た
い
。

【
註
】

註
１
：
上
野
遺
跡
出
土
遺
物
の
一
部
は
、
現
在
「
青

塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
」
展
示
室
に
て
保
管
・
管

理
。

註
２
：
『
愛
知
県
史
』
通
史
編
１
で
は
「
尾
張
氏
の

分
布
が
中
島
郡
・
海
部
郡
・
春
部
郡
・
山
田
郡
・
愛

知
郡
の
五
郡
に
限
ら
れ
る
」
「
葉
栗
郡
・
丹
羽
郡
に

は
、
尾
張
氏
が
認
め
ら
れ
ず
、
」
と
い
う
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る
。
（
丸
山
裕
美
子
・
福
岡
猛
志
・
城
ケ

谷
和
広
2
0
1
6
「
第
６
章　

第
１
節
尾
張
・
三
河

の
郡
と
里
（
郷
）
」
『
愛
知
県
史
』
通
史
編
１
原

始
・
古
代
）

地
籍
図
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
中
村
篤
史
さ
ん
に
ご

配
慮
賜
っ
た
。

参
考
文
献

高
木
志
朗
・
宮
川
芳
照
・
杉
崎 

章
1
9
6
8
『
上
野

古
墳
群
』
犬
山
市
教
育
委
員
会

犬
山
高
校
地
歴
部
1
9
7
2
『
地
歴
学
報
第
９
号
』

宮
川
芳
照
編
1
9
7
8
『
上
野
第
６
号
墳
・
岩
神
古

墳
・
坂
下
第
１
号
墳
』
犬
山
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告　

第
４
集

高
木
志
朗
1
9
8
3
「
後
期
古
墳
」
『
犬
山
市
史　

史
料
編
３
』
考
古
・
古
代
・
中
世

各
務
原
市
・
犬
山
市
交
流
事
業
提
携
記
念
1
9
9
0

『
木
曽
川
両
岸
に
栄
え
た
古
代
文
化
』
各
務
原
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

赤
塚
次
郎
2
0
0
1
「
古
墳
時
代
の
江
南
」
『
江
南

市
史　

本
文
編
』

渡
辺
博
人
2
0
0
3
『
大
牧
１
号
墳
発
掘
調
査
報
告

書
』
各
務
原
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
３
７
号

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
2
0
0
5
『
愛
知
県
史　

資
料
編
３　

古
墳
』
考
古
３
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１　

は
じ
め
に

本
稿
は
、
赤
絵
と
雲
錦
手
に
代
表
さ
れ

る
上
絵
付
を
特
徴
と
し
た
犬
山
焼
の
大
皿

あ
る
い
は
大
鉢
の
中
で
、「
仙
境
図
」
と

呼
ば
れ
る
意
匠
を
採
り
上
げ
、
そ
の
「
本

歌
」
と
な
る
中
国
・
漳
州
窯
で
生
産
さ
れ

た
呉
州
赤
絵
大
皿
が
日
本
へ
輸
入
さ
れ
、

そ
の
後
の
需
要
に
応
じ
て
国
産
陶
磁
器
の

生
産
過
程
で
取
り
組
ん
だ
「
本
歌
取
」
あ

る
い
は
「
写
し
物
」
の
完
成
に
至
る
類
似

作
品
か
ら
、
文
様
構
成
な
ど
を
概
説
す
る

研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ

る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
確
認
さ
れ

て
い
る
仙
境
図
の
大
皿
・
大
鉢
の
類
は
、

中
国
・
漳
州
窯
と
九
州
嬉
野
市
・
吉
田
窯

の
作
品
を
除
く
と
、
そ
の
数
は
少
な
く
、

確
論
に
繋
が
る
比
較
・
検
証
を
行
う
に
は
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
点
は
否
め
ず
、

こ
こ
で
は
作
品
解
題
の
序
段
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

江
戸
時
代
、
尾
張
犬
山
焼
に
関
わ
る

文
献
の
内
容
に
従
え
ば
、
文
化
七
年

（
1
8
1
0
）、
犬
山
城
下
町
の
商
人
・
島

屋
惣
九
朗
が
窯
株
を
所
得
し
、
旧
余
坂
村

丸
山
新
田
（
愛
知
県
犬
山
市
丸
山
）
に
窯

炉
を
構
え
操
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
定

説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
各

藩
の
殖
産
振
興
政
策
へ
の
取
り
組
み
の
結

果
と
し
て
（
註
1
）、
藩
窯
と
民
窯
に
お

け
る
窯
業
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
す
る
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。た
だ
、

瀬
戸
窯
を
抱
え
る
尾
張
藩
の
領
域
に
お
い

て
、
新
規
で
の
窯
炉
構
築
を
可
能
に
し
た

犬
山
焼
の
体
制
は
、
表
向
き
民
窯
の
範
疇

に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
七
代
犬
山
城
主
・

成
瀬
正
寿
の
庇
護
は
少
な
く
は
無
い
と
見

る
べ
き
で
、
藩
窯
と
言
え
な
い
ま
で
も
優

遇
さ
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い

と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
江
戸
時
代
の
犬
山
焼
は
、
創
業

か
ら
約
二
十
年
間
に
制
作
さ
れ
た
作
品
を

抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
生
産
内

容
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
し
か
し
、天
保
年
間（
1
8
3
0

～
）
に
入
り
、
そ
れ
ま
で
陶
工
（
陶
師
）

と
し
て
参
加
し
て
い
た
加
藤
清
蔵
が
窯
株

を
譲
り
受
け
、
赤
絵
師
の
松
原
惣
兵
衛
や

道
平
、
そ
し
て
細
工
師
の
兼
松
所
介
ら
を

招
聘
し
、
天
保
八
年
（
1
8
3
8
）
ま
で

に
は
赤
絵
大
皿
を
完
成
さ
せ
た
と
判
断
で

き
る
作
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
註
2
）。

そ
し
て
、
尾
張
藩
の
絵
師
と
し
て
犬
山
の

職
に
あ
っ
た
近
藤
秀
胤
（
清
九
朗
）
の
参

加
も
あ
り
、
幕
末
ま
で
に
は
仁
阿
弥
道
八

の
手
掛
け
た
京
焼
の
意
匠
か
ら
影
響
を
受

け
、
桜
と
紅
葉
を
対
峙
さ
せ
た
構
図
を
採

用
し
た
雲
錦
手
と
呼
ば
れ
る
文
様
を
完
成

さ
せ
（
註
3
）、
こ
の
頃
に
は
「
仙
境
図
」

の
意
匠
も
採
用
し
て
い
た
と
す
る
仮
説
を

考
え
て
い
る
。

２　

仙
境
図
と
は

中
国
発
祥
と
伝
わ
る
仙
境
図
に
描
か
れ

る
仙
境
と
は
、「
仙
人
の
住
む
土
地
。
俗

界
を
離
れ
た
清
浄
な
地
」（
広
辞
苑
）
と

あ
る
。
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
主
に
高
い

山
の
上
や
天
上
、
理
想
的
な
土
地
を
意
味

し
、「
桃
源
郷
」
と
表
記
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
仙
人
と
は
、
仏
教
を
除
く
中

国
本
来
の
虚
像
と
も
い
う
べ
き
姿
で
、
修

行
を
重
ね
た
後
、
神
に
近
い
存
在
と
な
っ

た
者
た
ち
の
総
称
と
理
解
さ
れ
、
神
で

も
な
く
人
間
で
も
な
い
姿
が
そ
こ
に
あ

る
。
ま
た
、
仙
人
に
関
わ
る
記
述
は
、
中

国
へ
の
仏
教
伝
来
か
ら
間
も
な
い
頃
、
前

漢
時
代
末
に
遡
る
の
が
初
出
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
様
な
理
想
郷
を
意
味
す
る

仙
境
を
描
く
画
題
は
、
中
国
北
宋
時
代
頃

か
ら
積
極
的
に
採
用
さ
れ
て
き
た
と
言
わ

れ
、
陶
磁
器
に
お
け
る
意
匠
の
視
点
に
立

て
ば
、
中
国
・
漳
州
窯
で
明
時
代
末
に
生

産
さ
れ
た
呉
州
赤
絵
大
皿
の
中
に
登
場
す

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

桃
山
時
代
の
終
わ
り
か
ら
江
戸
時
代
の
初

め
に
か
け
て
輸
入
さ
れ
た
漳
州
窯
の
大
皿

は
、
各
藩
の
大
名
な
ど
上
流
階
層
の
間
で

は
、
威
信
財
と
し
て
の
存
在
感
を
確
立
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
漳
州
窯
の
大
皿

の
中
に
あ
っ
た
「
仙
境
図
大
皿
」
も
同
等

に
評
価
さ
れ
、
宇
和
島
藩
伊
達
家
に
伝
わ

る
所
蔵
品
（
註
4
）
に
含
ま
れ
て
い
る
点

犬
山
焼
の
意
匠
に
み
る
「
仙
境
図
」
を
考
え
る

(

公
財
）
瀬
戸
市
文
化
振
興
財
団　

青
木　

修

愛
知
県
陶
磁
美
術
館

佐
久
間
真
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

中
野
耕
司
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は
注
視
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
人
気
を

裏
付
け
る
様
に
、
九
州
嬉
野
市
・
吉
田
窯

で
は
江
戸
時
代
前
期
に
中
国
陶
磁
器
を
模

倣
し
て
生
産
が
行
わ
れ
、
漳
州
窯
の
大
皿

の
流
通
を
補
完
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
た
だ
、
単
な
る
模
倣
品
と
し
て
の

作
品
で
は
な
く
、海
外
で
の
評
価
も
高
く
、

輸
入
陶
磁
と
同
等
の
付
加
価
値
を
備
え
て

い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。　

３　

犬
山
焼
と
各
窯
業
地
の
仙
境
図

こ
こ
で
は
、
各
窯
業
地
で
生
産
さ
れ
た

仙
境
図
の
意
匠
を
持
つ
大
皿
・
大
鉢
を
紹

介
す
る
が
、
基
準
と
な
る
犬
山
焼
を
は
じ

め
に
扱
い
、
比
較
対
象
と
し
た
漳
州
窯
、

吉
田
窯
、
三
田
焼
、
笹
島
焼
は
概
ね
窯
業

地
の
成
立
順
に
従
っ
た
。
な
お
、
漳
州
窯

は
、
桃
山
時
代
後
半
か
ら
江
戸
時
代
初
め

頃
、
吉
田
窯
は
江
戸
時
代
前
期
、
そ
し
て
、

犬
山
焼
と
三
田
焼
、
笹
島
焼
は
、
江
戸
時

代
後
期
（
19
世
紀
前
半
代
）
に
そ
れ
ぞ
れ

帰
属
す
る
。

ａ　

犬
山
焼
（
写
真
１
）

愛
知
県
陶
磁
美
術
館
（
浅
井
藤
雄
氏
寄

贈
）
所
蔵
の
仙
境
図
大
鉢
で
あ
る
。

陶
器
質
の
作
品
で
、
口
径
は
25
㎝
前
後

を
測
る
。厚
手
に
仕
上
が
る
高
台
を
有
し
、

体
部
下
半
は
丸
く
、
口
縁
部
の
外
反
は
無

い
。
器
壁
は
、
高
台
に
限
ら
ず
全
体
的
に

厚
手
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
作
品

を
持
ち
上
げ
る
と
重
く
感
じ
る
。
こ
れ

は
、
感
覚
的
な
基
準
で
は
あ
る
が
江
戸
時

代
に
作
ら
れ
た
犬
山
焼
の
特
徴
と
し
て
指

摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
内
面
は
、
口
縁
部

に
一
重
線
、
見
込
み
の
外
周
に
は
二
重
線

が
ロ
ク
ロ
回
転
を
利
用
し
て
施
さ
れ
て
い

る
。
文
様
は
、
底
部
に
相
当
す
る
見
込
み

と
体
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
前
者
に
は
仙
境

の
図
、
後
者
は
四
分
割
さ
れ
、
窓
絵
と
印

判
文
が
描
か
れ
、
体
部
外
面
に
も
同
じ
意

匠
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
窓
絵
と
見
込
み

の
図
は
黒
色
で
輪
郭
を
描
き
、
緑
色
の
彩

色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
印
判
文
と
外
周
線

は
、
い
ず
れ
も
赤
色
の
釉
薬
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
仙
境
の
図
は
、
仰
角
の
視
点
で

描
か
れ
、
手
前
の
空
間
と
奥
の
山
々
は
陸

橋
で
結
ば
れ
て
い
る
。
中
央
付
近
に
は
楼

閣
と
思
わ
れ
る
建
物
と
船
で
行
き
交
う
情

景
や
人
物
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。特
に
、

画
面
右
側
に
立
つ
人
物
は
、
遠
近
法
の
技

法
に
反
し
て
、
比
較
的
大
き
く
描
か
れ
て

い
る
。
窓
絵
は
、
花
や
葉
で
作
ら
れ
た
装

飾
用
の
リ
ー
ス
を
連
想
さ
せ
る
枠
の
構
図

で
、
そ
の
内
側
の
絵
は
明
確
に
識
別
で
き

な
い
。
印
判
文
は
、
文
字
と
し
て
の
判
読

は
で
き
な
い
。

ｂ　

漳
州
窯
（
中
国
：
写
真
２
）

愛
知
県
陶
磁
美
術
館
（
加
藤
恒
夫
氏
寄

贈
）
所
蔵
の
仙
境
図
大
皿
で
あ
る
。
漳
州

窯
は
、
福
建
省
南
部
の
漳
州
地
域
に
分
布

す
る
明
時
代
の
窯
業
地
で
、
赤
絵
や
染
付

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
多
種
多
様
な
磁
器
製

品
を
生
産
し
た
。
な
お
、
日
本
で
は
呉
州

赤
絵
、
呉
州
染
付
あ
る
い
は
呉
州
手
の
名

称
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

磁
器
質
の
作
品
で
、
口
径
は
38
㎝
前
後

を
測
る
。
輪
高
台
を
有
し
、
体
部
下
半
は

丸
み
を
帯
び
、口
縁
部
は
大
き
く
外
反
し
、

水
平
方
向
に
収
ま
る
も
の
が
多
く
、
他
に

口
縁
部
が
外
反
し
な
い
も
の
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。
高
台
の
内
側
は
、
釉
薬
を
投
げ

付
け
た
様
な
所
作
で
行
う
「
捨
て
掛
け
」

と
呼
ば
れ
る
技
法
が
認
め
ら
れ
る
。
内
面

は
、
見
込
み
外
周
に
細
い
二
重
線
が
一
周

し
て
い
る
。
体
部
内
面
は
、
四
分
割
さ

れ
、
窓
絵
と
印
判
文
が
交
互
に
描
か
れ
、

見
込
み
に
は
仙
境
の
図
が
詳
細
に
描
か
れ

て
い
る
。
窓
絵
と
見
込
み
の
図
は
、
黒
色

で
輪
郭
線
を
描
き
、
濃
青
緑
色
で
彩
色
さ

れ
、
部
分
的
に
濃
淡
が
使
い
分
け
ら
れ
て

い
る
。印
判
文
と
外
周
線
は
赤
色
で
あ
る
。

仙
境
の
図
は
、
手
前
の
空
間
に
は
三
重
の

楼
閣
が
三
棟
描
か
れ
、
奥
の
山
々
ま
で
は

細
い
陸
橋
が
続
い
て
い
る
。
中
央
付
近
に
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は
、
陸
橋
を
挟
ん
で
楼
閣
が
、
右
側
に
は

人
物
、
左
側
に
は
船
が
浮
か
ん
で
い
る
。

窓
絵
の
枠
は
、
火
炎
を
表
現
し
て
い
る
と

言
わ
れ
、
そ
の
内
側
に
は
風
景
の
一
部
を

焦
点
し
た
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
意
匠
が
配
さ

れ
て
い
る
。
印
判
文
は
、
判
読
し
か
ね
る

が
文
字
と
し
て
の
解
釈
は
残
さ
れ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

ｃ　

吉
田
窯
（
佐
賀
県
嬉
野
市
：
写
真
３
）

佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
所
蔵
の
仙

境
図
大
皿
で
あ
る
（
註
5
）。
吉
田
窯
の
磁

器
生
産
は
、
伊
万
里
焼
と
も
呼
ば
れ
た
有
田

磁
器
の
成
立
か
ら
約
40
年
後
、
1
6
5
0

～
1
6
6
0
年
代
と
さ
れ
、
肥
前
で
は
後

発
的
な
創
業
と
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
窯
の
色

絵
磁
器
は
、
有
田
と
は
異
な
る
様
式
が
指
摘

さ
れ
、
仙
境
図
大
皿
も
代
表
的
な
作
品
の
ひ

と
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

磁
器
質
の
作
品
で
、
口
径
は
41
㎝
を
測

る
。
輪
高
台
を
有
し
、
体
部
下
半
は
丸
く
、

口
縁
部
の
外
反
は
弱
い
。
体
部
内
外
面
は
、

乳
白
色
に
仕
上
が
る
全
面
施
釉
の
後
、
高

台
端
部
の
み
拭
き
取
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。

見
込
み
の
外
周
線
及
び
窓
絵
・
印
判
文
の

配
置
な
ど
、
漳
州
窯
の
作
品
に
類
似
す
る

点
が
多
い
。
使
わ
れ
る
釉
薬
は
、
使
用
の

度
合
い
を
考
慮
し
て
も
、
明
青
緑
色
と
明

赤
色
と
し
て
確
認
で
き
る
。
窓
絵
は
、
す

べ
て
同
じ
構
図
で
描
か
れ
、
印
判
文
は
文

字
と
し
て
判
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ｄ　

三
田
焼
（
兵
庫
県
三
田
市
：
写
真
４
）

古
三
田
青
磁
・
三
田
焼
保
存
研
究
会
所

蔵
の
仙
境
図
中
皿
で
あ
る
。
三
田
焼
は
、

宝
暦
年
間
（
1
7
5
1
～
1
7
6
4
）

に
開
窯
し
、
文
化
年
間
か
ら
天
保
年
間
が

最
盛
期
と
言
わ
れ
、
京
都
の
欽
古
堂
亀
祐

が
招
聘
さ
れ
る
と
、
型
打
技
法
や
青
磁

（
釉
）
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
三
田
青
磁
が
誕
生

す
る
に
至
っ
た
。
特
に
型
打
成
形
の
作
品

の
評
価
が
高
く
、
他
に
は
染
付
や
赤
絵
製

品
な
ど
数
多
く
知
ら
れ
て
い
る
。

三
田
焼
の
組
成
と
し
て
は
数
が
少
な

い
、
陶
器
質
の
作
品
で
、
口
径
は
15
㎝
を

測
る
。
輪
高
台
を
有
し
、
体
部
は
開
き
な

が
ら
立
ち
上
が
り
、
口
縁
部
の
外
反
は
ほ

と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
高
台
の
内
側
を

含
め
、
全
面
施
釉
の
後
、
高
台
端
部
の
み

拭
き
取
り
が
施
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で

あ
る
。
内
面
は
、
口
縁
部
と
見
込
み
の
外

周
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
重
線
が
一
周
し
て
い

る
。中
形
の
器
で
あ
る
が
故
、体
部
内
面
は
、

四
分
割
で
は
な
く
三
分
割
で
表
現
さ
れ
て

お
り
、
窓
絵
と
印
判
文
は
ほ
ぼ
均
等
に
配

さ
れ
て
い
る
。
仙
境
の
図
は
、
基
本
的
に

漳
州
窯
の
作
品
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
手

前
の
空
間
の
楼
閣
は
一
棟
の
み
描
か
れ
て

い
る
点
で
異
な
る
。
窓
絵
は
、
犬
山
焼
の

作
品
に
見
る
構
図
を
踏
襲
し
つ
つ
も
そ
の

意
匠
を
識
別
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
印

判
文
も
本
来
の
解
釈
か
ら
か
け
離
れ
た
幾

何
学
的
な
表
現
に
変
化
し
て
い
る
。

ｅ　

笹
島
焼
（
名
古
屋
市
中
村
区：写
真
５
）

個
人
所
蔵
の
仙
境
図
大
皿
で
あ
る
。

笹
島
焼
は
、
文
化
年
間
（
1
8
0
4
～

1
8
1
7
）、
牧
朴
斎
が
開
窯
し
、
軟
質

施
釉
陶
器
を
主
体
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
文

人
志
向
の
趣
味
性
が
高
い
茶
道
具
類
を
得

意
と
し
た
や
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹

介
す
る
仙
境
図
大
皿
は
、
笹
島
焼
の
器
種

組
成
か
ら
も
珍
し
い
事
例
と
す
べ
き
作
品

で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
緻
密
な
描
写

で
表
現
さ
れ
、
絵
画
に
精
通
し
た
人
物
が

絵
付
に
か
か
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

軟
質
施
釉
陶
器
の
作
品
で
、
口
径
は
36

㎝
を
測
る
。
輪
高
台
を
有
し
、
体
部
下
半
の

丸
み
や
口
縁
部
の
形
状
な
ど
吉
田
窯
の
作

品
に
共
通
す
る
。
内
面
は
、
漳
州
窯
あ
る
い

は
吉
田
窯
の
作
品
の
構
図
に
類
似
す
る
が
、

窓
絵
と
印
判
文
が
大
き
く
描
か
れ
、
見
込

み
の
外
周
線
は
黒
色
の
細
い
二
重
線
が
一

周
し
て
い
る
点
で
異
な
る
。
窓
絵
と
仙
境

の
図
は
緑
色
、
印
判
文
は
赤
色
の
彩
色
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
仙
境
の
図
は
、
遠
近
法
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と
呼
ば
れ
る
技
法
を
忠
実
に
採
用
し
て
い

る
点
が
特
徴
で
あ
り
、
手
前
の
山
々
に
建
つ

三
棟
の
楼
閣
に
対
し
、奥
の
山
々
は
小
さ
く
、

陸
橋
の
表
現
も
細
く
描
か
れ
て
い
る
た
め
、

構
図
の
距
離
感
が
解
り
や
す
い
。
左
側
の
人

物
は
、
他
の
作
品
で
は
強
調
し
て
描
か
れ

る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
本
作
で
は
非
常
に

小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
窓
絵
は
、
漳
州
窯

の
作
品
で
解
説
さ
れ
る
火
炎
に
相
応
し
く
、

躍
動
的
な
表
現
で
あ
り
、
そ
の
内
側
の
意

匠
も
緻
密
に
描
か
れ
て
い
る
。
印
判
文
は
、

文
字
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

か
は
判
断
し
か
ね
る
が
、
丁
寧
な
描
写
で
あ

る
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。

４　

ま
と
め

漳
州
窯
と
吉
田
窯
の
仙
境
図
大
皿
を
除

く
と
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
る
作

品
が
少
な
く
、
端
的
に
言
え
ば
、
各
窯
業

地
の
生
産
量
の
比
率
に
関
係
す
る
可
能
性

も
考
え
て
い
る
。
江
戸
時
代
前
期
に
お
け

る
大
皿
は
、
大
名
を
は
じ
め
と
す
る
上
流

階
層
の
威
信
財
と
し
て
の
需
要
が
あ
っ
た
。

一
方
、
江
戸
時
代
後
期
で
は
、
長
崎
の
卓

袱
料
理
や
高
知
の
皿
鉢
料
理
な
ど
の
影
響

も
浸
透
し
、
再
び
大
皿
・
大
鉢
に
注
目
が

向
け
ら
れ
、
犬
山
焼
や
三
田
焼
で
も
生
産

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

大
皿
需
要
の
再
燃
に
向
け
、
当
時
か
ら
見

れ
ば
二
百
年
ほ
ど
前
に
流
通
し
た
漳
州
窯

の
赤
絵
製
品
の
模
倣
か
ら
取
り
掛
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
幕
末
頃
に
は
京
焼

の
強
い
影
響
も
あ
り
、
雲
錦
手
と
呼
ば
れ

る
和
様
の
意
匠
が
採
用
さ
れ
、
犬
山
焼
で

は
特
徴
的
か
つ
代
表
的
な
作
品
へ
と
進
化

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
春
の
桜
と
秋
の
紅
葉

を
対
峙
さ
せ
て
表
現
し
た
雲
錦
手
の
器
は
、

「
春
秋
に
富
む
」
と
し
て
若
く
希
望
に
満
ち

て
い
る
情
景
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
従
来

ま
で
の
模
倣
に
留
ま
ら
ず
、
作
品
に
込
め

る
目
的
や
意
識
な
ど
が
明
確
化
し
た
点
に

大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
で
紹
介
し
た
仙
境
図
は
、
空
想
と

現
実
の
狭
間
の
世
界
と
表
現
さ
れ
、
人
々

の
長
寿
を
一
番
の
幸
福
と
考
え
る
中
で
、

そ
の
思
い
は
、
仙
人
と
し
て
の
虚
像
に
託

さ
れ
、
不
老
不
死
を
願
う
縁
起
物
の
器
と

し
て
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に

示
し
た
よ
う
に
、
仙
境
図
の
大
皿
は
江
戸

時
代
前
期
の
威
信
財
の
中
に
含
ま
れ
て
い

た
。
当
時
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ど
こ
ま

で
理
解
し
て
い
た
か
は
知
る
由
も
な
い

が
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
中
国
文
人

趣
味
の
流
行
は
、
中
国
画
に
込
め
ら
れ
た

様
々
な
背
景
や
意
味
を
理
解
す
る
中
で
、

仙
境
に
描
く
世
界
を
大
皿
や
大
鉢
を
素
材

と
し
て
採
用
し
、
宴
席
を
演
出
す
る
縁
起

物
の
作
品
と
し
て
復
刻
を
成
し
遂
げ
、
犬

山
焼
と
し
て
は
、
そ
の
存
在
感
を
示
す
こ

と
に
な
る
特
徴
的
な
意
匠
と
な
っ
た
。

【
追
記
】　

本
稿
は
、
佐
久
間
真
子
が
「
あ

い
ち
の
考
古
学
２
０
１
８
」
で
発
表
し
た

内
容
（
註
6
）
と
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
開

館
40
周
年
記
念
テ
ー
マ
展
示 

特
別
協
同

展
『
犬
山
焼
‐
最
新
の
研
究
成
果
と
と
も

に
‐
』
の
成
果
を
基
に
研
究
ノ
ー
ト
と
し

て
執
筆
し
、
連
名
で
の
提
示
と
す
る
。
た

だ
、
内
容
に
関
わ
る
文
責
は
青
木 

修
に

託
さ
れ
て
い
る
。本
稿
の
作
成
に
当
た
り
、

犬
山
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、井
上
あ
ゆ
こ
氏
、

鈴
木
智
恵
氏
、
安
藤
悟
氏
、
藤
田
紗
樹
氏

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

本
文
中
の
掲
載
写
真
は
、
愛
知
県
陶
磁
美

術
館
、
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
、
善

入
達
甫
氏
（
古
三
田
青
磁
・
三
田
焼
研
究

保
存
会
）、
前
田
博
氏
の
配
慮
を
頂
い
た
、

記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

【
註
】

註
1
：
楢
崎
彰
一
「
東
海
・
甲
信
越
の
陶
磁
」
『
日

本
や
き
も
の
集
成
2　

東
海
甲
信
越
』　

1
9
8
2　

平
凡
社

註
2
：
青
木　

修
「
犬
山
焼
研
究
に
お
け
る
現
状
と

課
題
」
『
邇
波　

第
3
号
』　

2
0
1
6　

N
P
O

法
人
古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

註
3
：
青
木 

修　

佐
久
間
真
子　

井
上
あ
ゆ
こ　

中

野
耕
司　

鈴
木
智
恵　

安
藤 

悟 　

愛
知
県
陶
磁
美

術
館　

開
館
40
周
年
記
念
テ
ー
マ
展
示　

特
別
協
同

展　

『
犬
山
焼
‐
最
新
の
研
究
成
果
と
と
も
に
‐
』　

2
0
1
9　

愛
知
県
陶
磁
美
術
館　

犬
山
焼
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム

註
4
：
『
有
田
焼
総
業
4
0
0
年
記
念
事
業　

特
別

企
画
展　

白
き
黄
金
‐
有
田
・
伊
万
里
・
武
雄
・
嬉

野
の
磁
器
の
美
と
技
‐
』　

2
0
1
4　

佐
賀
県
立

九
州
陶
磁
文
化
館

註
5
：
註
4
に
同
じ

註
6
：
青
木　

修 

佐
久
間
真
子　

井
上
あ
ゆ
こ　

中

野
耕
司　

鈴
木
智
恵　

安
藤
悟
「
犬
山
焼
に
み
る

「
仙
境
図
大
皿
」
を
読
み
解
く
」
『
平
成
30
年
度　

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　

あ
い
ち
の
考
古
学
２
０
１
８　

資
料
集
』　

2
0
1
8　

公
益
財
団
法
人 

愛
知
県
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団　

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
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１
．
は
じ
め
に

新
し
き
令
和
時
代
の
始
ま
り
に
、

N
P
O
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
で
も
新

た
な
活
動
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。「
歴
史
の
里
し
だ
み
古
墳
群
」
に

指
定
管
理
者
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ

こ
で
は
、
参
加
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と

こ
れ
か
ら
の
課
題
や
期
待
を
綴
っ
て
お

こ
う
と
思
い
ま
す
。

志
段
味
古
墳
群
は
名
古
屋
市
守
山
区

上
志
段
味
に
広
が
る
70
基
ほ
ど
の
古
墳

群
で
す
。
特
徴
は
前
期
か
ら
後
期
に
か

け
て
連
綿
と
古
墳
が
造
り
続
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
山
頂
か
ら
山
裾
そ
し
て
段

丘
と
地
形
を
違
え
て
立
地
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
範
囲

は
広
大
で
東
谷
山
山
頂
か
ら
西
の
低
位

河
岸
段
丘
面
ま
で
の
、
東
西
1
·
7
㎞

南
北
１
㎞
に
及
び
ま
す
。

２
．
志
段
味
古
墳
群
整
備
の
経
緯

白
鳥
塚
古
墳
は
昭
和
47
年
に
国
の
史

跡
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
西
側

に
展
開
す
る
大
久
手
古
墳
群
の
エ
リ

ア
を
、
保
存
整
備
す
る
計
画
が
昭
和

の
終
り
頃
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
古
墳
群
の
あ
る
志
段
味
地
区
に
お

い
て
、
大
規
模
に
実
施
さ
れ
る
土
地
区

画
整
理
事
業
を
受
け
て
の
こ
と
で
、
昭

和
63
（
1
9
8
8
）
年
の
「
名
古
屋
市

新
基
本
計
画
」
に
は
「
歴
史
の
里
」
の

名
で
そ
の
計
画
が
登
載
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
後
10
年
余
は
具
体
的
な
進

展
が
な
い
ま
ま
経
過
し
、
よ
う
や
く
、

平
成
12
年
の
「
名
古
屋
新
世
紀
計
画

2
0
1
0
」
に
「
歴
史
の
里
」
が
再
度

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
久
手
古

墳
群
の
エ
リ
ア
を
「
歴
史
の
里
」
と
し

て
整
備
す
る
の
み
な
ら
ず
、
志
段
味
古

墳
群
全
体
を
国
史
跡
に
追
加
登
録
す
る

方
向
が
示
さ
れ
、
平
成
17
年
度
に
区
画

整
理
事
業
の
仮
換
地
指
定
が
さ
れ
て
か

ら
は
一
気
に
そ
の
計
画
が
進
み
ま
す
。

平
成
17
～
20
年
度
に
か
け
て
は
名
古
屋

市
教
育
委
員
会
が
古
墳
群
の
範
囲
確
認

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
、
平
成
21
年
「
歴
史
の
里
」
基
本
構

想
。
平
成
26
年
「
歴
史
の
里
」
基
本
計

画
を
策
定
。
平
成
26
年
に
は
6
古
墳
の

国
史
跡
追
加
指
定
へ
こ
ぎ
つ
け
、
名
称

も
「
国
史
跡
志
段
味
古
墳
群
」
と
改
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
27
年
に
「
国
史

跡
志
段
味
古
墳
群
保
存
管
理
計
画
」
を

策
定
し
、
古
墳
群
の
整
備
を
順
次
進
め

ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
31
年
に
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
「
S
H
I
D
A
M
U
（
し
だ

み
ゅ
ー
）」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
に
い
た

り
、
保
存
整
備
事
業
の
一
つ
の
区
切
り

と
し
ま
し
た
。
最
初
の
「
歴
史
の
里
」

構
想
か
ら
は
実
に
30
年
余
、
ち
ょ
う
ど

平
成
の
時
代
す
べ
て
を
整
備
に
費
や
し

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。

３
．
指
定
管
理
者
へ
の
参
加

名
古
屋
市
は
、「
S
H
I
D
A
M
U

（
し
だ
み
ゅ
ー
）」
の
完
成
を
契
機
に
、

古
墳
・
緑
地
を
含
め
て
の
一
体
的
管

理
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
の
削
減
、

国
史
跡
志
段
味
古
墳
群
で
の
活
動
を
前
に
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

服
部
哲
也



写真２　ボランティアガイドさんの活動

19 研究紀要「邇波」第６号

業
務
の
効
率
化
を
目
指
す
た
め
、
管
理

活
用
業
務
は
指
定
管
理
と
す
る
こ
と
と

し
、
平
成
30
年
４
月
に
公
募
を
お
こ
な

い
ま
す
。

ニ
ワ
里
ね
っ
と
に
は
、
応
募
を
検
討

中
の
中
電
興
業
（
株
）
さ
ん
よ
り
共
同

体
で
の
参
加
が
打
診
さ
れ
、
そ
の
後
、

岩
間
造
園
（
株
）、（
株
）
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ａ

Ｋ
Ｏ
デ
ザ
イ
ン
（
旧
と
ん
ざ
こ
設
計
室
）

2
社
を
加
え
た
、
4
社
に
よ
る
共
同
体

「
し
だ
み
の
里
守
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て

申
請
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
平
成
30
年
8
月
、
申
請
し
た
5
団
体

の
う
ち
か
ら
「
し
だ
み
の
里
守
グ
ル
ー

プ
」
が
選
定
さ
れ
、
平
成
31
年

3
月
名
古
屋
市
と
協
定
締
結
に

い
た
っ
て
い
ま
す
。

選
考
委
員
会
で
は
、
①
共
同

体
形
式
に
高
い
実
効
性
が
感
じ

ら
れ
る
こ
と
、
②
地
元
を
大
事

に
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
が

感
じ
ら
れ
る
こ
と
の
2
点
が
特

に
高
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「
し
だ
み
の
里
守
グ
ル
ー
プ
」

内
で
の
担
当
す
る
主
な
業
務
は
、

中
電
興
業
が
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
「
S
H
I
D
A
M
U
（
し
だ

み
ゅ
ー
）」の
管
理
運
営（
グ
ル
ー

プ
の
代
表
企
業
）。
岩
間
造
園

が
古
墳
緑
地
の
管
理
運
営
。
ニ

ワ
里
ね
っ
と
が
学
術
的
部
門
と

地
域
連
携
。
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｏ

デ
ザ
イ
ン
が
体
験
農
園
部
門
と

な
っ
て
い
ま
す
。

４
．
今
後
の
方
針
と
期
待

「
地
域
で
活
動
」
の
こ
と

ニ
ワ
里
ね
っ
と
の
活
動
理
念
は
「
文

化
遺
産
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ

り
、
そ
れ
は
地
域
の
遺
跡
や
文
化
財
を

現
在
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
こ

う
！
と
い
う
活
動
で
す
。
こ
う
し
た
活

動
の
実
践
は
地
域
に
根
差
す
こ
と
が
大

前
提
で
、「
邇
波
（
丹
羽
）」
と
い
う
地

域
を
組
織
名
に
冠
し
た
こ
と
も
地
域
の

重
要
性
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
逆
に
言
え
ば
「
邇
波
」
の
地
域
を

超
え
て
活
動
す
る
ほ
ど
の
力
は
無
い
と

判
断
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
分
に
応
じ

て
「
風
呂
敷
を
広
げ
た
」
と
も
い
え
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
活
動
10
年
、
よ
う
や

く
「
邇
波
」
の
い
く
つ
か
の
地
区
で
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
顔
が
見
え
る
活
動
が

で
き
つ
つ
あ
る
実
感
を
持
て
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

他
方
、「
邇
波
」
を
離
れ
た
地
で
の

活
動
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
私
た
ち
の
活
動
に
共
感
さ
れ
た
行

政
の
担
当
者
か
ら
の
依
頼
が
多
く
、
地

域
に
根
差
し
た
活
動
が
十
分
で
き
な
い

ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
地
域
に

根
ざ
す
こ
と
の
大
切
さ
を
、
そ
の
地
元

に
伝
え
る
こ
と
、
種
を
ま
く
こ
と
は
で

き
る
と
信
じ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
隣
の
春
日
郡
も
飛
び
越
え
た
山
田

郡
志
談
郷
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、

依
頼
さ
れ
て
で
は
な
く
自
ら
の
意
思
で

立
候
補
し
た
点
が
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

り
ま
す
。
よ
り
責
任
が
高
ま
っ
て
い
る

と
も
い
え
ま
し
ょ
う
が
、
な
ん
と
か
志

段
味
古
墳
群
を
地
元
の
人
が
「
地
域
の

宝
」
と
思
う
心
を
育
む
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
こ
と

そ
し
て
、
志
段
味
古
墳
群
を
「
地
域

の
宝
」
と
す
る
た
め
に
は
、「
地
元
」

の
理
解
に
加
え
て
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

存
在
が
不
可
欠
で
す
。
名
古
屋
市
は
今

回
の
運
営
に
あ
た
り
、
古
墳
ガ
イ
ド
・

展
示
解
説
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
践

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
方
針
を
示

し
、
１
０
０
人
規
模
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
を
行
い
ま
し
た
。
募
集
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
、
そ
の
ま
ま
指
定

管
理
者
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
す
が
、
こ

の
方
た
ち
に
ま
ず
は
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
く
必
要
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
が

「
志
段
味
古
墳
群
」
を
大
好
き
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
「
愛
」
を
地
元
や
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来
場
者
に
広
げ
て
い
く
。
そ
ん
な
活
動

路
線
を
敷
い
て
い
き
た
い
で
す
。

「
体
感
！
」
の
こ
と

志
段
味
古
墳
群
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の

正
式
名
は
「
体
感
！
し
だ
み
古
墳
群

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
す
。
体
験
型
施
設

と
も
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
は
ロ

ウ
石
の
勾
玉
づ
く
り
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
粘

土
の
ミ
ニ
埴
輪
づ
く
り
、
マ
イ
キ
リ
式

の
火
起
こ
し
等
々
、
こ
れ
ま
で
名
古
屋

市
が
実
施
し
て
い
た
「
古
代
体
験
」
と

称
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
註
1
）
に

加
え
、
展
示
室
の
レ
プ
リ
カ
や
模
型
、

埴
輪
片
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
を
指
す

よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
も
「
体

感
」
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、や
は
り
、

国
史
跡
志
段
味
古
墳
群
に
触
れ
る
こ

と
で
の
「
歴
史
体
感
」
が
で
き
る
工

夫
を
こ
れ
か
ら
は
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

 

と
こ
ろ
で
、
古
墳
で
「
歴
史
体
感
」

す
る
こ
と
に
、
整
備
の
方
法
が
大
き

く
影
響
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
志

段
味
古
墳
群
で
は
、
①
完
全
に
復
元

…
志
段
味
大
塚
。
②
盛
土
し
て
整
形

…
大
久
手
3
号
、
大
久
手
5
号
、
大

塚
2
号　

③
一
部
復
元
…
中
社
、
南

社
、
勝
手
塚
、
白
鳥
塚
、
東
谷
山
白

鳥
。
④
現
状
維
持
…
大
久
手
4
号
、

西
大
久
手
、
東
大
久
手
、
大
塚
3
号
。

以
上
の
4
つ
に
整
備
の
方
法
が
異
な

り
ま
す
。
や
や
も
す
る
と
、
こ
の
4

つ
の
違
い
を
整
備
の
4
段
階
と
勘
違

い
さ
れ
、
完
全
復
元
が
最
上
で
、
現

状
維
持
は
未
整
備
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
①
②
は
盛
土
し
て

本
物
は
地
中
に
保
存
（
註
2
）
す
る

た
め
、
見
え
て
い
る
姿
、
実
は
原
寸

大
レ
プ
リ
カ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
一
方
、
現
状
を
維

持
し
た
ま
ま
の
古
墳
は
、
墳

丘
が
崩
れ
て
い
た
り
転
落
し

た
葺
石
が
横
に
置
か
れ
て

い
た
り
し
て
い
ま
す
が
す

べ
て
本
物
で
す
。
そ
の
為

「
1
5
0
0
年
以
上
前
の
古

墳
時
代
の
人
々
が
運
ん
だ
土

や
石
」
を
直
接
触
れ
ら
れ
る

の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と

で
古
代
に
思
い
を
馳
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
（
註
3
）。
ま
た
、

壊
れ
た
痕
跡
も
、
い
つ
誰
が

何
の
た
め
に
壊
し
た
の
か
が

わ
か
れ
ば
、
そ
の
傷
一
つ
一

つ
も
歴
史
を
語
り
ま
す
。「
古

墳
を
体
感
」
す
る
だ
け
で
は

な
く
「
志
段
味
の
歴
史
を
体

感
」
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

レ
プ
リ
カ
は
「
知
る
」
こ
と
は
で
き
て

も
「
感
ず
る
」
こ
と
に
お
い
て
は
本
物

を
上
回
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
半
壊

状
態
の
古
墳
も
「
体
感
！
」
に
は
と
て

も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
保
護
と
活
用
」
の
こ
と

本
年
4
月
に
文
化
財
保
護
法
が
改
正

さ
れ
、
文
化
財
の
市
長
部
局
へ
の
移
管

を
可
能
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
文
化
財

の
保
護
重
視
か
ら
活
用
重
視
へ
の
移

行
、
文
化
財
の
観
光
活
用
の
推
進
と
も

い
え
ま
し
ょ
う
。

本
稿
の
執
筆
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

「
S
H
I
D
A
M
U
（
し
だ
み
ゅ
ー
）」

オ
ー
プ
ン
後
1
か
月
の
時
点
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
は
入
場
者

が
長
蛇
の
列
を
な
し
、
４
月
１
ケ
月
の

入
館
者
は
２
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
名
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古
屋
市
さ
ん
の
強
力
な
宣
伝
活
動
の
お

か
げ
も
あ
っ
て
、
観
光
資
源
と
し
て
は

好
調
な
ス
タ
ー
ト
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

た
だ
、
古
墳
の
見
学
者
が
急
増
し
て

い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
り
、
史
跡
の
保

存
と
活
用
と
の
均
衡
が
崩
れ
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
見
学
者
が
墳

丘
の
昇
り
降
り
を
す
る
こ
と
で
、
獣
道

状
の
踏
み
跡
が
で
き
て
い
る
様
子
は
全

国
各
所
の
古
墳
で
認
め
ら
れ
ま
す
が
、

志
段
味
古
墳
群
の
白
鳥
塚
古
墳
で
は
そ

れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
新
た
に
階
段

を
敷
設
し
備
え
ま
し
た
。
古
墳
が
醜
悪

に
な
る
こ
と
に
は
目
を
つ
ぶ
り
、
保
存

と
見
学
を
優
先
し
た
結
果
と
も
い
え
ま

し
ょ
う
が
、
更
な
る
見
学
者
の
増
加
が

果
た
し
て
１
本
の
階
段
で
押
さ
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
!?　

早
く
も
新
た
な

踏
み
跡
の
出
現
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
に
多
く
の
方

が
訪
れ
る
の
は
大
歓
迎
で
す
が
、
古

墳
の
現
状
変
化
に
は
常
に
気
を
配

り
、
現
地
見
学
は
保
存
を
前
提
に
し

た
流
動
的
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま

し
ょ
う

５
．
お
わ
り
に

開
館
し
て
か
ら
一
番
の
驚
き
は
子

供
連
れ
の
お
客
様
が
と
て
も
多
い
こ

と
で
す
。
特
に
２
階
の
「
こ
ど
も
こ

ふ
ん
」
コ
ー
ナ
ー
は
、
古
墳
型
の
ラ

グ
マ
ッ
ト
や
家
具
、
古
墳
の
積
み
木

や
マ
グ
ネ
ッ
ト
、
そ
し
て
関
連
の
絵

本
が
置
か
れ
て
い
て
、
い
つ
で
も
大

人
気
で
す
。
私
も
館
内
で
一
番
の
お

気
に
入
り
で
、
早
速
「
読
み
聞
か
せ

イ
ベ
ン
ト
」
の
開
催
を
館
長
に
お

願
い
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
古

墳
エ
リ
ア
も
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押

し
な
が
ら
の
家
族
連
れ
の
姿
が

と
て
も
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
だ

け
多
く
の
子
供
連
れ
の
家
族

が
「
古
墳
」
に
集
っ
て
い
る
の

を
見
る
の
は
私
自
身
は
じ
め
て

で
、
古
墳
群
が
実
に
「
ま
っ
た

り
」
と
し
た
空
気
感
に
包
ま
れ

る
こ
と
が
と
て
も
新
鮮
で
し

た
。
子
供
連
れ
の
家
族
の
散
策

風
景
に
、
誰
も
が
集
え
る
場
と

し
て
の
可
能
性
を
大
い
に
感
じ

た
次
第
で
す
。

『
古
代
ロ
マ
ン
を
五
感
で
体

感　

～「
学
び
」と「
に
ぎ
わ
い
」

の
あ
る
地
域
づ
く
り
～
』
名
古

屋
市
が
示
し
た
「
歴
史
の
里
」
の
基
本

理
念
で
す
。「
言
う
は
易
く
行
う
は
難

し
」
を
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
し
た
一
文
で
す
。

高
い
ハ
ー
ド
ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、
焦

ら
ず
じ
っ
く
り
と
構
え
て
こ
れ
か
ら
活

動
し
て
い
き
た
い
と
念
ず
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

【
註
】

註
１
：
現
在
も
と
り
あ
え
ず
は
引
き
継
い
で
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
工
夫
も
順
次

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
マ
イ
キ
リ

式
火
起
こ
し
は
、
き
り
も
み
式
や
火
花
式
に
変
え
て

い
っ
て
い
ま
す
。

註
２
：
盛
土
保
存
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
の
で
す

が
、
私
に
は
本
物
の
古
墳
の
「
埋
め
殺
し
」
に
し
か

思
え
ま
せ
ん
。

註
３
：
展
示
物
の
「
触
」
に
お
い
て
も
、
「
本
物
の

か
け
ら
」
と
「
レ
プ
リ
カ
の
完
形
品
」
ど
ち
ら
に

古
代
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
や
は

り
、
か
け
ら
で
も
「
本
物
」
に
そ
の
力
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
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１
．
は
じ
め
に

N
P
O
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
で
は
、

犬
山
市
立
栗
栖
小
学
校
に
て
地
域
の
文

化
遺
産
を
活
か
し
た
歴
史
学
習
授
業
を
、

平
成
23
年
度
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
い

る
。
こ
の
授
業
で
は
、
校
区
内
に
あ
る

遺
跡
の
分
布
調
査
や
、
地
域
の
遺
跡
に

関
連
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
身

近
な
遺
跡
を
体
感
す
る
活
動
を
行
な
っ

て
き
た
。
昨
年
度
は
、
遺
跡
の
試
掘
調

査
を
ニ
ワ
里
ね
っ
と
が
主
体
で
行
い
、

児
童
ら
に
も
見
学
を
し
て
も
ら
っ
た
。

地
域
特
有
の
文
化
遺
産
を
歴
史
学
習
に

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
歴
史
的
な
事
柄

を
、
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
と
結
び
つ

い
た
具
体
的
な
事
柄
と
し
て
理
解
を
深

め
さ
せ
、
ま
た
地
域
の
文
化
遺
産
へ
の

興
味
・
関
心
を
育
む
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
本
物
」

の
存
在
で
あ
る
。
国
宝
の
縄
文
土
器
を

教
科
書
で
見
る
よ
り
も
、「
本
物
」
の
縄

文
土
器
の
欠
片
を
家
の
近
く
で
拾
う
方

が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
印
象
的
な

出
来
事
と
し
て
記
憶
に
残
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
「
本
物
」
を
活
か
し
た
授
業

が
で
き
る
こ
と
が
、
ニ
ワ
里
ね
っ
と
の

活
動
の
強
み
で
も
あ
る
と
言
え
る
。

今
後
は
、
こ
の
栗
栖
小
学
校
で
の
活

動
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
他
の
学

校
区
で
も
、
地
域
特
有
の
文
化
遺
産
を

活
か
し
た
学
び
の
場
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

学
習
の
素
材
と
し
て
活
用
で
き
る
「
本

物
」
の
資
料
を
見
出
し
、
評
価
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
犬
山
市
立
池
野

小
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
考
古
資
料

に
つ
い
て
、
今
後
、
小
学
校
の
授
業
や

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
に
活
か
す
こ

と
を
視
野
に
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
紹

介
し
た
い
。

２
．
池
野
小
学
校
所
蔵
資
料
に
つ
い
て

池
野
小
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
歴

史
資
料
は
現
在
、
小
学
校
玄
関
口
の
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
に
木
製
の
展
示
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
展
示
さ
れ
て
い
る

（
写
真
１
）。
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
登
下

校
の
際
に
こ
の
前
を
通
り
目
に
し
て
い

る
が
、
残
念
な
が
ら
全
く
気
に
止
め
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

所
蔵
資
料
の
一
覧
を
表
１
に
示
し
た
。

資
料
数
は
全
25
点
で
主
に
考
古
資
料
を

中
心
に
、「
入
鹿
切
れ
」
に
関
す
る
資
料

も
あ
る
。
小
学
校
へ
の
寄
贈
台
帳
（
大

正
３
年
か
ら
昭
和
56
年
ま
で
）
に
は
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、「
古
土

器
」
や
「
曲
玉
」
な
ど
の
考
古
資
料
が

地
元
住
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
旨
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
所
蔵
資
料
の
多
く
は
地

元
住
民
か
ら
小
学
校
に
持
ち
込
ま
れ
た

可
能
性
が
高
い
。

池
野
小
学
校
所
蔵
の
資
料
に
関
し
て

は
、
犬
山
高
校
地
歴
部
の
『
地
歴
学
報

第
９
号
』（
文
献
１
）
に
、「
池
野
小
学

校
に
は
こ
の
地
区
か
ら
出
土
し
た
遺
物

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
杯
、
長
頸
瓶
を

は
じ
め
、
現
在
長
者
町
団
地
が
造
ら
れ

て
い
る
富
士
よ
り
出
土
し
た
平
瓶
、
提

瓶
、
ま
た
十
三
塚
か
ら
出
土
し
た
と
さ

れ
る
瓶
な
ど
が
あ
る
。」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
資
料
の
一
部
は
、
上
野
古

墳
群
の
報
告
書
（
文
献
２
）
に
「
入
鹿

付
近
出
土
の
遺
物
」
お
よ
び
「
池
野
古

墳
群
出
土
の
遺
物
」
と
し
て
紹
介
さ
れ

犬
山
市
立
池
野
小
学
校　
所
蔵
資
料
に
つ
い
て

N
P
O
法
人
古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
塚
友
恵
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て
い
る
。「
池
野
古
墳
群
」
と
い
う
名
称

は
他
で
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の

エ
リ
ア
の
古
墳
群
を
指
す
か
は
分
か
ら

な
い
が
、
同
頁
に
池
野
第
１
号
墳
、
池

野
第
２
号
墳
と
し
て
十
三
塚
１
号
墳
、

２
号
墳
の
写
真
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
三
塚
古
墳

群
も
含
め
た
入
鹿
池
周
辺
の
古
墳
か
ら

出
土
し
た
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
所
蔵
資
料
の
う
ち
、

上
野
古
墳
群
の
報
告
書
掲
載
の
入
鹿
池

周
辺
の
古
墳
出
土
と
考
え
ら
れ
る
遺
物

９
点
を
再
実
測
し
、
紹
介
す
る
。

入
鹿
池
周
辺
の
古
墳
に
つ
い
て
は
、

現
地
踏
査
の
所
見
か
ら
、
5
世
紀
後
半

～ 

6 

世
紀
前
半
の
竪
穴
系
の
石
室
か
初

期
の
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る

群
集
墳
と
、
６
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀

前
半
に
推
定
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
後
期
古

墳
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
（
文
献
３
）。
ま
た
、
入
鹿
池
周

辺
の
古
墳
で
は
唯
一
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
十
三
塚
第
３
号
墳
は
、
横
穴
式
石

室
を
埋
葬
施
設
と
し
、
須
恵
器
の
提
瓶
、

細
頸
瓶
、
短
頸
壺
や
玉
類
、
鉄
鏃
な
ど

が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
出
土
遺
物
の

時
期
は
６
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
前
半
に

相
当
す
る
。

３
．
池
野
小
学
校
所
蔵
資
料
の
紹
介

蓋　
（
1
）（
図
１
）

須
恵
器
蓋
。
口
径
8
·
4
cm
、
器
高

4
·
2
cm
で
、
径
3
·
2
cm
の
鈕
が
が

つ
く
。
天
井
部
の
肩
の
部
分
は
丁
寧
に

面
取
り
が
さ
れ
て
お
り
、
口
縁
部
と
の

境
に
は
明
瞭
な
稜
が
あ
る
。
口
縁
部
の

内
側
に
は
沈
線
を
有
す
る
。

杯
蓋
（
2
）（
図
１
）

須
恵
器
杯
蓋
。
口
径
12
·
8
cm
、
器

高
4
·
7
cm
で
完
形
の
状
態
で
あ
る
。

天
井
部
は
丸
み
を
も
ち
、
1
/
2
程

度
に
回
転
ヘ
ラ
削
り
が
施
さ
れ
る
。
天

井
部
と
口
縁
部
の
境
に
は
稜
が
つ
く
が

シ
ャ
ー
プ
さ
は
な
い
。
口
縁
部
の
内
側

に
段
が
つ
く
。

杯
身
（
3
）（
図
１
）

須
恵
器
杯
身
。
口
径
11
·
2
cm
、
器

高
5
·
0
cm
で
、
完
形
の
状
態
で
あ
る
。

底
部
1
/
3
程
度
に
回
転
ヘ
ラ
削
り
が

施
さ
れ
、
底
部
は
径
4
·
2
cm
の
平
底

と
な
る
。
口
縁
部
は
緩
や
か
に
内
傾
し

立
ち
上
が
る
。
返
り
の
下
に
わ
ず
か
に

段
が
つ
く
。

長
頸
壺
（
４
）（
図
１
）

須
恵
器
長
頸
壺
。
胴
部
最
大
幅

11
·
7
cm
で
、
口
縁
は
欠
損
し
て
い
る
。

底
部
は
静
止
の
ヘ
ラ
削
り
が
施
さ
れ
て
い

る
が
、
削
り
が
荒
く
底
部
は
１
·
1
cm
と

厚
い
。
肩
に
二
重
の
沈
線
が
あ
り
、
そ

の
間
に
斜
め
の
列
線
文
が
施
さ
れ
て
い

る
。
頸
部
は
胴
部
に
対
し
て
ほ
ぼ
直
立

に
取
り
付
き
、
全
体
に
カ
キ
メ
が
施
さ

れ
て
い
る
。

平
瓶
（
５
）（
図
１
）

須
恵
器
平
瓶
。
口
径
6
·
0
cm
、器
高

17
·
5
cm
、
胴
部
最
大
幅
14
·
9
cm
の
平

瓶
で
、
全
体
に
丸
み
を
帯
び
、
肩
に
は

明
瞭
な
稜
線
は
有
し
な
い
。
底
部
は
回

転
ヘ
ラ
削
り
で
調
整
さ
れ
て
い
る
。
頸

部
は
や
や
外
に
開
き
、
２
条
の
沈
線
が

施
さ
れ
る
。
口
縁
の
内
側
に
は
段
が
つ

く
。
体
部
に
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
に
は
「
第

六
号
・
九
ノ
六
八
・
古
土
器
」
と
あ
る
。

ま
た
、
出
土
地
を
記
し
た
ラ
ベ
ル
は
不

明
瞭
で
読
み
取
れ
な
い
が
、
展
示
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
に
は
「
入
鹿
出
土
」
と
あ
る
。

細
頸
瓶
（
６
）（
図
１
）

須
恵
器
細
頸
瓶
。
胴
部
最
大
幅

15
·
1
cm
の
細
頸
瓶
で
、
胴
部
は
球
胴

形
と
な
る
。
口
縁
部
と
底
部
は
欠
損
し

て
い
る
。
胴
部
の
片
面
は
全
体
に
回
転

ヘ
ラ
削
り
調
整
が
施
さ
れ
、
側
面
に
は

沈
線
が
一
条
め
ぐ
る
。
ま
た
、
頸
部
に

は
２
条
の
沈
線
が
施
さ
れ
る
。

堤
瓶
（
７
）（
図
１
）

須
恵
器
堤
瓶
。
口
径
8
·
0
cm
、器
高

18
·
0
cm
、
胴
部
最
大
幅
13
·
8
cm
で
、

胴
部
は
扁
平
形
と
な
る
。
完
形
品
で
あ

る
。
全
体
的
に
器
壁
が
厚
く
、
口
縁
端

部
は
厚
く
丸
み
を
帯
び
る
。
胴
部
側
面

に
は
平
行
タ
タ
キ
が
施
さ
れ
る
。
胴
部

に
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
に
は
、「
丹
羽
郡
池

野
村
富
士
」、「
第
十
一
号
・
九
ノ
六
八
・

古
土
器
・
大
正
十
五
年
四
月
三
十
日
」

と
あ
る
。
寄
贈
台
帳
に
、
入
鹿  

宮
嶋
古

市
氏
か
ら
の
寄
贈
で
、
同
日
・
同
内
容

の
項
目
が
あ
り
、
こ
の
資
料
の
可
能
性

が
あ
る
。

勾
玉
（
８
）（
図
２
）

乳
白
褐
色
を
呈
し
、
メ
ノ
ウ
製
と

考
え
ら
れ
る
。
長
さ
3
·

55
cm
、
幅

2
·
0
cm
、
厚
さ
1
·

05
cm
で
、
断
面
は

楕
円
形
と
な
る
。
片
側
か
ら
の
み
の
穿

孔
と
さ
れ
る
。
穿
孔
面
と
は
反
対
側
の

孔
の
周
り
に
は
、
薄
く
削
ら
れ
た
痕
跡

が
残
る
。

耳
環
（
９
）（
図
２
）

外
径
最
大
2
·

85
cm
、
内
径
最
大

1
·
7
cm
で
断
面
は
楕
円
形
を
呈
す
る
。

外
面
の
金
は
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
が
、

ほ
と
ん
ど
は
剥
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。



番号
展示 
番号

種類 器種 点数 法量 備考
本稿 
番号

1 1 土師器 甕 1 展示札に十三塚出土とあり。

2 2 須恵器 甕 1 展示札に十三塚出土とあり。

3 3 須恵器 蓋 1 口径8.4cm、器高4.2cm （１）

4 4 須恵器 杯身 1 口径11.2cm、器高5.0cm （３）

5 4 須恵器 杯蓋 1 口径12.8cm、器高4.7cm （２）

6 5 須恵器 平瓶 1 口径6.0cm、器高17.5cm、胴部
最大幅14.9cm

貼付ラベルに「第六号　九ノ六八　古土器」とあり。展示札に入鹿出土とあり。 （５）

7 6 須恵器 提瓶 1 口径8.0cm、器高18.0cm、胴部
最大幅13.8cm

貼付ラベルに「丹羽郡池野村富士」、「第十一号　九ノ六八　古土器　大正十五年四
月三十日」とあり。展示札に富士出土とあり。

（７）

8 7 須恵器 細頸瓶 1 胴部最大幅15.1cm （６）

9 8 須恵器 長頸壺 1 胴部最大幅11.7cm （４）

10 9 瓦片 布目瓦 3

11 10 須恵器 無台杯 1 口径13.0cm、器高 3.4cm

12 11 灰釉陶器 椀 1 口径16.5cm、底径8.3cm、 
器高5.1cm

「入鹿五條川桟場　宮島富重寄附」の墨書あり。

13 12 灰釉陶器 椀 1 底径6.5cm、器高6.3cm

14 13 灰釉陶器 椀 1

15 14 施釉陶器 壺 1

16 15 施釉陶器 壺 1

17 16 山茶碗 椀 1 口径15.0cm、底径6.7cm、 
器高6.1cm

貼付ラベルに「第十二号　九ノ六八　古土器　昭和七年四月十三日」、「今井焼」と
あり。展示札に今井出土とあり。

18 17? 山茶碗 椀 1 口径17.0cm、底径8.3cm、 
器高5.6cm

「17山茶碗 室町時代初期　八曽山出土」の展示札が隣接して置いてあったがそれに
相当するかは不明。

19 17? 山茶碗 椀 1 口径14.9cm、底径6.9cm、 
器高5.6cm

貼付ラベルに「今井焼」とあり。「17山茶碗 室町時代初期　八曽山出土」が展示札
が隣接して置いてあったがそれに相当するかは不明。

20 18 施釉陶器 托 1 口径7.0cm

21 19 木札 賃金木札 4 ①②③：長辺12.9cm、短辺3.9cm 
④：長辺8.7cm、短辺2.7cm

明治元年の入鹿切れの後、堤防再築の際に出された賃金木札。 
①②③「（表）銀五拾匁（裏）入鹿御普請所」、④「（表）銀二分」の墨書あり。

22 20 貨幣 星風開宝 4 径2.4cm 展示札に入鹿出土とあり。

23 21 貨幣 永楽通宝 21 径2.5cm 展示札に入鹿出土とあり。

24 23 石製品 勾玉 1 長さ3.55cm、幅2.0cm、 
厚さ1.05cm

（８）

25 24 金属製品 金環 1 外径2.85cm、内径1.7cm （９）

表１　池野小学校所蔵資料一覧表
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資
料
の
時
期
に
つ
い
て

杯
蓋
（
２
）
は
口
径
11
·
2
cm
、
杯

身
（
３
）
は
口
径
12
·
8
cm
と
小
さ
め

で
あ
り
、
天
井
部
お
よ
び
底
部
の
回
転

ヘ
ラ
削
り
も
１
/
２
以
下
と
な
る
。
ま

た
、
杯
身
口
縁
部
の
立
ち
上
が
り
の
形

状
も
緩
や
か
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ

ら
の
資
料
は
猿
投
窯
編
年
（
註
１
）
の

H
‒
15
号
窯
式
、
７
世
紀
第
二
四
半
期

頃
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
提

瓶
（
７
）
は
無
把
手
で
器
壁
も
厚
く
、

丁
寧
な
調
整
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
提

瓶
は
H
‒
44
号
窯
式
期
以
降
は
消
滅

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
消
滅

期
に
当
た
る
H
‒
44
号
窯
式
期
に
相

当
す
る
で
あ
ろ
う
。
実
年
代
で
６
世

紀
末
か
ら
７
世
紀
第
一
四
半
期
と
さ
れ

る
。
長
頸
壺
（
４
）、
平
瓶
（
５
）、
細

頸
瓶
（
６
）
は
H
‒
15
号
窯
式
期
か
ら

I
‒

101
号
窯
式
期
に
当
た
る
と
考
え
ら

れ
る
。
I
‒

101
号
窯
式
期
の
実
年
代
は

７
世
紀
中
葉
を
中
心
と
す
る
。
以
上
、

須
恵
器
の
資
料
は
、
H
‒
44
号
窯
式
期

か
ら
I
‒

101
号
窯
式
期
、
実
年
代
で
６

世
紀
末
か
ら
７
世
紀
中
葉
頃
に
相
当
す

る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

今
回
紹
介
し
た
所
蔵
資
料
は
、
残
念

な
が
ら
詳
細
な
出
土
地
点
が
不
明
で
、

考
古
資
料
と
し
て
の
価
値
は
低
い
が
、

６
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
前
半
の
入
鹿
池

周
辺
の
古
墳
を
紹
介
す
る
学
習
素
材
と

し
て
活
用
す
る
価
値
は
十
分
に
あ
る
と

い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
資
料
を
紹
介
す

る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
、

学
校
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携

を
深
め
、こ
う
し
た
地
域
に
あ
る
「
本
物
」

の
資
料
を
活
か
す
場
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。
最
後
に
、
資
料
調
査
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
犬
山
市
立
池
野
小
学
校
、

池
野
小
学
校
校
長
・
若
原
公
代
氏
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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４
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。
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古
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邇
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里
・
文
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遺
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ネ
ッ
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ワ
ー
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文
献
４
：
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
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２
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１
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『
愛
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県
史 

別
編
窯
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1　

古
代
猿
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図１　池野小学校所蔵資料　須恵器（1/3）

図２　池野小学校所蔵資料 　耳環・勾玉（1/2）
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N
P
O
法
人
古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(

ニ
ワ
里
ね
っ
と)

は
、

設
立
10
周
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
22
年
２
月
25
日
に
設
立
さ
れ
た
N
P
O

法
人
古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
ニ
ワ
里
ね
っ
と
）
は
、
平
成
31
年
を
も
っ
て
お

か
げ
さ
ま
で
設
立
10
周
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
文

化
遺
産
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
旗
印
に
、
地

域
の
中
に
埋
も
れ
た
文
化
遺
産
を
見
出
し
、
そ
れ

ら
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
人

出
不
足
、
資
金
不
足
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、

常
に
問
題
や
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
魅
力
溢

れ
る
文
化
遺
産
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
、
そ
れ
に

関
わ
る
活
き
活
き
と
し
た
人
々
の
姿
に
出
会
う
喜

び
が
、
活
動
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
10
周
年
目
を
迎
え
た
今
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
が
で

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
は
、
名
古
屋
市

の
「
歴
史
の
里
し
だ
み
古
墳
群
」
で
も
、
指
定
管

理
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。新
時
代
の
始
ま
り
と
と
も
に
、

ニ
ワ
里
ね
っ
と
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

と
な
り
、
期
待
（
と
少
し
の
不
安
）
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。

ニ
ワ
里
ね
っ
と
が
、
こ
う
し
て
活
動
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
常
日
頃
か
ら
ニ
ワ
里
ね
っ
と
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ま
、
地
域

の
皆
さ
ま
、
そ
の
他
多
く
の
支
援
者
、
関
係
者
の

皆
さ
ま
の
お
陰
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご

支
援
・
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
ご
支
援
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

10 周年目に寄せて

会員の声

10 周年目を迎えるニワ里ねっとに向けて、
会員の皆さまからメッセージいただきました。

ありがとうございました！

　最近、「浮世離れ」という言葉を目にし

て、これぞニワ里ねっとに希望する私の

気持ちであると思いました。その活動は

浮世離れしてこそ花開くような。実利で

汲々する世の流れに浮かぶ楽しみであっ

てほしいですね。

（古川 博昭 様）

　20 数年前の古墳見学、東之宮古

墳は木々に覆われ形がよく見えなく

て、青塚古墳は発掘調査中で葦原の

間の細道を辿ると草が繁った古墳が

現れました。今、両古墳を目にする

時、多くの方々のご苦労、夢や願い

が思えます。

（匿名希望）

　ニワ里ねっと設立 10 周年をお祝

い申し上げます。私は元々古墳に関

心があったことが縁で加入しました

が、様々な講座や散策などの行事に

参加するうち、祭礼や町家など、こ

れまで興味のなかった文化遺産にも

関心が持てるようになりました。

これからも活動に参加していきたい

と思います。　

（近藤 健一 様）

　ニワ里ねっとの活動を通じて「文化遺産」というものが、より身近な、そして親しみの

ある存在として感じるようになりました。これが「文化遺産」が「見える」なんだなと。「文

化遺産の見えるまちづくり」、いつか実現することを夢見たいと思います。　　（匿名希望）



ニワ里ねっと会員募集
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平
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、
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31
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し
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に
出
会
う
喜

び
が
、
活
動
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
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年
目
を
迎
え
た
今
、
少
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ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
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に
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付
い
た
活
動
が
で
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て
い
る
と
感
じ
て
い
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す
。

そ
し
て
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
は
、
名
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屋
市

の
「
歴
史
の
里
し
だ
み
古
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」
で
も
、
指
定
管

理
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。新
時
代
の
始
ま
り
と
と
も
に
、

ニ
ワ
里
ね
っ
と
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

と
な
り
、
期
待
（
と
少
し
の
不
安
）
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。

ニ
ワ
里
ね
っ
と
が
、
こ
う
し
て
活
動
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
常
日
頃
か
ら
ニ
ワ
里
ね
っ
と
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ま
、
地
域

の
皆
さ
ま
、
そ
の
他
多
く
の
支
援
者
、
関
係
者
の

皆
さ
ま
の
お
陰
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご

支
援
・
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
ご
支
援
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　今から１０年前、僕は５４歳、勤め先の犬山市
役所では、その前年４月に新設された「歴史まち
づくり課」の第１期生でした。僕の役職は課長補佐、
課長は後に副市長になる岡田和明さんでした。
　11 年前、青塚古墳の管理運営は犬山市直営でし
た。犬山市が地元の方たちを雇用して、古墳の維
持管理をしていました。正岡さんという非常に熱
心な方たちの仕事で古墳の維持管理はされていま
した。しかし、維持管理上の色々な問題が発生して、
どこかＮＰＯに古墳の維持管理を任せることが出
来ないかという議論が市役所内で起こりました。
　そこで、岡田課長が白羽の矢を立てたのが、当
時愛知県埋蔵文化財センターに勤めていた赤塚さ
んでした。ＮＰＯ認証を得るための事務的な支援
は、岡田課長がボーイスカウト活動の縁で親しかっ
た犬山市市民活動支援センター（しみんてい）の
川島理事長にお願いしました。
　青塚古墳は、犬山市の初代文化財課長を務めた
陸浦さんの時代に国の補助を得て整備されました。
開設当時の苦労話は、陸浦さんから良く聞いてい
ました。それだけに、赤塚さんが主宰するＮＰＯ
古代邇波の里・文化遺産ネットワークにより、今
日まで運営管理をしていただいたことには、１０
年前の文化財行政を担当していた僕としては、感
謝の念に堪えません。
　ニワ里スタッフの服部さんの落語、中野金弘さ
んの演劇、中野耕司さんの写真など、優秀なスタッ
フ皆様の活動は、心強く印象に残っています。こ
れからも益々のニワ里の活躍を期待しています。

（長岡 昭雄 様）

より豊かなまちづくりを目指して。
これからも、ニワ里ねっとの活動に
ご支援・ご協力をお願いいたします。
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